
 

 
第 107 回「産科医療補償制度 再発防止委員会」 

 
 

日時：２ ０ ２ ６ 年 ６ 月 １ 日 (月 )  

１６時００分～１８時３０ 分 

場所：日本医療機能評価機構 ９階ホール 

 

 

１. 開 会 

２．議 事  

１）再発防止および産科医療の質の向上に関する取組み状況について【報告事項】 

２）2026年度の再発防止委員会について 

（１）2026年度再発防止委員会スケジュール等について【報告事項】 

（２）「第 17回再発防止報告書」第 3章 テーマに沿った分析について【審議事項】 

（３）周知について 

 ①2025年度の再発防止に関するアンケート【報告事項】 

②2026年度の再発防止に関する発行物の周知活動（案）【審議事項】 

３）その他について【報告事項】 

（１）次回委員会開催日程 

３．閉 会 

 

 

 

  



資料一覧 

資料 1 第 16 回産科医療補償制度再発防止に関する報告書の公表について（医政安発

0327 第 7 号令和 8 年 3 月 27 日厚生労働省医政局地域医療計画課医療安全推

進・医務指導室長通知） 

資料 1-参考  第 16回  産科医療補償制度再発防止に関する報告書

資料2 「第16回 産科医療補償制度再発防止に関する報告書」に記載されている「産

科・小児科医療関係者に対する提言」について（依頼） 

資料 3 2026年度の再発防止委員会の開催および審議事項等について 

資料 4 「早産について」構成案 

資料 4-参考  第 15回再発防止報告書「第 3章 テーマに沿った分析 Ⅱ．子宮収縮薬 

について」

資料 5 2025年度再発防止に関するアンケート結果について 

資料 5-参考  2025年度再発防止に関するアンケート 

資料 6 2025年度再発防止に関するアンケート集計結果 

資料 6-参考  2021年度再発防止に関するアンケート集計結果 

資料 7 2026年度の再発防止に関する発行物の周知活動（案）について 

資料 7-参考 1 チラシ「2026年度産科医療補償制度再発防止に関するアンケート」

資料 7-参考 2 再発防止に関する発行物請求フォーム「再発防止に関する報告書・ 

ポスター・リーフレット等のお取寄せ」 
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１）再発防止および産科医療の質の向上に関する取組み状況について【報告事項】 

資料 1 第16回産科医療補償制度再発防止に関する報告書の公表について（医政安発0327第7号

令和8年3月27日厚生労働省医政局地域医療計画課医療安全推進・医務指導室長通知） 

資料 1-参考 第16回 産科医療補償制度再発防止に関する報告書 

資料 2 「第16回 産科医療補償制度再発防止に関する報告書」に記載されている「産科・小児科

医療関係者に対する提言」について（依頼） 

２）2026年度の再発防止委員会について 

（１）2026年度再発防止委員会スケジュール等について【報告事項】 

○ 2026年度の再発防止委員会の開催時期や審議内容等について改めて報告する。

○ また、委員会審議を円滑に進めていただくため、「産科医療補償制度再発防止委員会FAQ」を作成し、

今回の委員会より運用を開始することを報告する。

資料 3 2026年度の再発防止委員会の開催および審議事項等について 

（２）「第17回再発防止報告書」第3章 テーマに沿った分析について【審議事項】 

○ 産科医療補償制度において蓄積されたデータは重度脳性麻痺事例に関する情報のみであることか

ら、かねてより、当該データのみに基づく分析結果をもとに分娩全体について推測される可能性が

指摘されてきた。

○ 第15回再発防止報告書 第3章テーマに沿った分析の「Ⅱ.子宮収縮薬について」では、正期産（分

娩時妊娠週数37週以上42週未満）の事例を対象として周産期登録データとの比較検討を実施した

ことから、第 17回再発防止報告書では、本章の分析テーマを「早産について」とすること、第 15

回再発防止報告書の「子宮収縮薬について」の手法を踏襲した分析を行うことと 2025 年度の委員

会において整理された。

○ 本分析について全体の構成案および集計項目一覧を作成したため、内容をご確認の上、分析の方向

性についてご審議いただきたい。

○ なお、本分析は、日本産科婦人科学会臨床研究審査委員会（倫 152）および当機構の研究倫理審査

委員会（倫迅承 2025-03）において承認されており、分析内では本制度の補償対象である重度脳性

麻痺事例を補償対象事例群、重度脳性麻痺を発症していない日本産科婦人科学会周産期登録データ

事例を周産期登録データ事例群とする。

資料 4  「早産について」構成案 

資料 4-参考 第15回再発防止報告書 「第3章 テーマに沿った分析 Ⅱ．子宮収縮薬について」 

参考資料2  「早産について」集計項目一覧 

（３）周知について 

① 2025年度の再発防止に関するアンケート【報告事項】

○ 2025年度に実施した再発防止に関するアンケートの結果を報告する。
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資料5 2025年度再発防止に関するアンケート結果について 

資料5-参考  2025年度再発防止に関するアンケート 

資料6 2025年度再発防止に関するアンケート集計結果 

資料6-参考 2021年度再発防止に関するアンケート集計結果 

② 2026年度の再発防止に関する発行物の周知活動（案）【審議事項】

○ 2025年度は、これまでの周知活動に加え、助産師・看護師を主な対象として再発防止に関する発行

物の認知度や利用状況について再発防止に関するアンケートを実施した。

○ 2025年度のアンケート結果等を踏まえた2026年度の周知活動案についてご審議いただきたい。

資料7 2026年度の再発防止に関する発行物の周知活動（案）について 

資料7-参考1 チラシ「2026年度産科医療補償制度再発防止に関するアンケート」 

資料7-参考2 再発防止に関する発行物請求フォーム「再発防止に関する報告書・ポスター・リー  

フレット等のお取寄せ」 

３）その他について【報告事項】 

（１）次回委員会開催日程 
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４－３）産科医療補償制度のホームページに「再発防止に関する報告書」のパワーポイント版を

掲載していることはご存知ですか。該当する番号ひとつに○をつけてください。 

 

【パワーポイント版表紙】 

 

① 知っており利用したことがある 

② 知っているが利用したことはない 

③ 知らなかった 

 

４―４）その他、ご意見・ご要望がございましたら、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートの質問は終了です。 

ご協力いただきありがとうございました。 



１．再発防止に関するアンケート回収結果※1（実施期間：2025年5月～12月）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
① 利用したことがある 19 76.0 60 67.4 0 0.0 3 8.3 5 71.4 14 63.6 32 71.1 6 54.5 5 62.5 0 0.0 144 57.8
② 利用したことがない 6 24.0 29 32.6 5 100 32 88.9 2 28.6 8 36.4 12 26.7 5 45.5 3 37.5 0 0.0 102 41.0

1-1で「①利用したことがある」回答者への設問 （該当者数） 19 100 60 100 0 0.0 3 100 5 100 14 100 32 100 6 100 5 100 0 0.0 144 100

評価機構より送付された冊子（紙媒
体）

17 89.5 45 75.0 0 0.0 0 0.0 5 100 9 64.3 32 100 4 66.7 4 80.0 0 0.0 116 80.6

学会等で入手した冊子（紙媒体） 7 36.8 7 11.7 0 0.0 2 66.7 0 0.0 3 21.4 0 0.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 20 13.9
ホームページ（電子媒体） 10 52.6 16 26.7 0 0.0 1 33.3 1 20.0 2 14.3 1 3.1 4 66.7 2 40.0 0 0.0 37 25.7
その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.7

２．回答結果※2※3

※2　回答がない職種は項目から除いた。
※3　任意回答や複数回答可能な項目があるため、総数や割合の計算が合わない場合がある。

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

１．「再発防止に関する報告書」について

1-1 「再発防止報告書」を利用したことがありますか。

(1)
どの媒体を利用されましたか。
（複数回答可）

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

※1 質問紙調査の配布数は444枚であり助産師・看護師の回収数は132件であった。
また、WEB調査の回収数は117件であった。

施設種別 職種 責任者 件数 %

助産所 56 100

助産師 56 100
助産所の院長 45 80.4
産科病棟の看護師長または準ずる責任者 0 0.0
いずれにも該当しない 11 19.6

看護師 0 0.0
産科病棟の看護師長または準ずる責任者 0 0.0
いずれにも該当しない 0 0.0

分娩機関種別不明 9 100

助産師 8 88.9
産科病棟の看護師長または準ずる責任者 0 0.0
いずれにも該当しない 8 88.9

看護師 1 11.1
産科病棟の看護師長または準ずる責任者 0 0.0

いずれにも該当しない 1 11.1

総数 249 100

施設種別 職種 責任者 件数 %

病院 155 100

助産師 114 73.5
産科病棟の看護師長または準ずる責任者 25 16.1
いずれにも該当しない 89 57.4

看護師 41 26.5
産科病棟の看護師長または準ずる責任者 5 3.2
いずれにも該当しない 36 23.2

診療所 29 100

助産師 29 100
産科病棟の看護師長または準ずる責任者 7 24.1
いずれにも該当しない 22 75.9

看護師 0 0.0
産科病棟の看護師長または準ずる責任者 0 0.0
いずれにも該当しない 0 0.0

資料6
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

院内で回覧・閲覧した 13 68.4 45 75.0 0 0.0 0 0.0 5 100 12 85.7 25 78.1 4 66.7 0 0.0 0 0.0 104 72.2
日々の診療・看護等の確認に利用し
た

10 52.6 21 35.0 0 0.0 2 66.7 1 20.0 6 42.9 12 37.5 2 33.3 2 40.0 0 0.0 56 38.9

研修会・勉強会等で周知・資料とし
て利用した

10 52.6 17 28.3 0 0.0 3 100 0 0.0 2 14.3 3 9.4 3 50.0 2 40.0 0 0.0 40 27.8

研究の参考資料として利用した 1 5.3 2 3.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.1 2 33.3 1 20.0 0 0.0 7 4.9
小児科医または新生児科医にも共有
した

1 5.3 1 1.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.1 1 16.7 1 20.0 0 0.0 5 3.5

その他 2 10.5 2 3.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.1 0 0.0 0 0.0 2 40.0 0 0.0 7 4.9
テーマに沿った分析 15 78.9 36 60.0 0 0.0 1 33.3 5 100 11 78.6 24 75.0 2 33.3 3 60.0 0 0.0 97 67.4
産科医療の質の向上への取組みの動
向

5 26.3 24 40.0 0 0.0 0 0.0 3 60.0 5 35.7 13 40.6 4 66.7 1 20.0 0 0.0 55 38.2

分析対象事例の概況 18 94.7 47 78.3 0 0.0 3 100 3 60.0 9 64.3 22 68.8 6 100 3 60.0 0 0.0 111 77.1
その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
吸引分娩 8 42.1 19 31.7 0 0.0 1 33.3 2 40.0 6 42.9 2 6.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 38 26.4
クリステレル胎児圧出法 7 36.8 13 21.7 0 0.0 0 0.0 3 60.0 5 35.7 3 9.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 31 21.5
新生児蘇生 4 21.1 19 31.7 0 0.0 2 66.7 2 40.0 3 21.4 12 37.5 2 33.3 1 20.0 0 0.0 45 31.3
診療録等の記載 1 5.3 12 20.0 0 0.0 0 0.0 3 60.0 2 14.3 6 18.8 0 0.0 1 20.0 0 0.0 25 17.4
搬送体制 1 5.3 8 13.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 28.6 11 34.4 3 50.0 0 0.0 0 0.0 27 18.8
早産 2 10.5 4 6.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 7 4.9
臍帯脱出 0 0.0 2 3.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 25.0 1 16.7 1 20.0 0 0.0 12 8.3
臍帯脱出以外の臍帯因子 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 12.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 2.8
多胎 0 0.0 6 10.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 7 4.9
子宮収縮薬 5 26.3 22 36.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 28.6 1 3.1 1 16.7 1 20.0 0 0.0 34 23.6
妊娠高血圧症候群 0 0.0 9 15.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0 2 14.3 3 9.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 15 10.4
遷延分娩 4 21.1 9 15.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0 2 14.3 12 37.5 3 50.0 0 0.0 0 0.0 32 22.2
子宮破裂 2 10.5 6 10.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.1 2 6.3 0 0.0 1 20.0 0 0.0 12 8.3
常位胎盤早期剥離 3 15.8 17 28.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 21.4 10 31.3 1 16.7 1 20.0 0 0.0 35 24.3
GBS感染症 0 0.0 7 11.7 0 0.0 1 33.3 1 20.0 4 28.6 10 31.3 1 16.7 0 0.0 0 0.0 24 16.7
子宮内感染 6 31.6 11 18.3 0 0.0 1 33.3 1 20.0 1 7.1 2 6.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 22 15.3
胎児母体間輸血症候群 1 5.3 1 1.7 0 0.0 1 33.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0 4 2.8
胎児心拍数陣痛図 11 57.9 22 36.7 0 0.0 0 0.0 2 40.0 4 28.6 8 25.0 3 50.0 4 80.0 0 0.0 54 37.5
その他 3 15.8 4 6.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.1 1 16.7 0 0.0 0 0.0 9 6.3

1-2

(2)
「再発防止に関する報告書」はどのように利用さ
れましたか。（複数選択可）

(3)
「再発防止に関する報告書」のどの部分を利用さ
れましたか。（複数選択可）

(4)
 今後、「再発防止に関する報告書」の「テーマに
沿った分析」で取り上げて欲しいテーマ
（複数回答可）
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

1-1で「② 利用したことがない」回答者への設問 （該当者数） 6 100 29 100 5 100 32 100 2 100 8 100 12 100 5 100 3 100 0 0.0 102 100

量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 2 6.9 0 0.0 2 6.3 0 0.0 2 25.0 1 8.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 7 6.9
利用方法が分からない 2 33.3 4 13.8 1 20.0 5 15.6 1 50.0 4 50.0 2 16.7 0 0.0 1 33.3 0 0.0 20 19.6
利用する時間・余力がない 2 33.3 7 24.1 0 0.0 2 6.3 0 0.0 0 0.0 4 33.3 1 20.0 0 0.0 0 0.0 16 15.7
内容が分かりづらい 2 33.3 1 3.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 2 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 5.9
存在を知らなかった 1 16.7 16 55.2 2 40.0 17 53.1 1 50.0 3 37.5 4 33.3 1 20.0 0 0.0 0 0.0 45 44.1
その他 0 0.0 1 3.4 2 40.0 12 37.5 0 0.0 1 12.5 2 16.7 1 20.0 0 0.0 0 0.0 19 18.6

第14回再発防止に関する報告書の別冊「脳性麻痺事例の胎児心拍数陣痛図紹介集」について

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 18 72.0 49 55.1 1 20.0 2 5.6 4 57.1 13 59.1 25 55.6 6 54.5 4 50.0 0 0.0 122 49.0
利用したことがない 7 28.0 36 40.4 4 80.0 33 91.7 3 42.9 9 40.9 20 44.4 5 45.5 4 50.0 0 0.0 121 48.6
（該当者数） 18 100 49 100 1 100 2 100 4 100 13 100 25 100 6 100 4 100 0 0.0 122 100
評価機構より送付された冊子（紙媒
体）

15 83.3 38 77.6 1 100 0 0.0 4 100 8 61.5 25 100 5 83.3 3 75.0 0 0.0 99 81.1

学会等で入手した冊子（紙媒体） 6 33.3 3 6.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 23.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 12 9.8
ホームページ（電子媒体） 6 33.3 14 28.6 0 0.0 1 50.0 1 25.0 3 23.1 0 0.0 1 16.7 1 25.0 0 0.0 27 22.1
その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.8
（該当者数） 18 100 49 100 1 100 2 100 4 100 13 100 25 100 6 100 4 100 0 0.0 122 100
院内で回覧・閲覧した 13 72.2 36 73.5 1 100 1 50.0 4 100 10 76.9 20 80.0 3 50.0 0 0.0 0 0.0 88 72.1
日々の診療・看護等の確認に利用し
た

11 61.1 19 38.8 0 0.0 1 50.0 1 25.0 5 38.5 14 56.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0 52 42.6

研修会・勉強会等で周知・資料とし
て利用した

7 38.9 17 34.7 0 0.0 1 50.0 0 0.0 2 15.4 1 4.0 1 16.7 2 50.0 0 0.0 31 25.4

研究の参考資料として利用した 0 0.0 1 2.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.7 1 4.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0 4 3.3
小児科医または新生児科医にも共有
した

1 5.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.8

その他 0 0.0 1 2.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.7 0 0.0 1 16.7 2 50.0 0 0.0 5 4.1
（該当者数） 7 100 36 100 4 100 33 100 3 100 9 100 20 100 5 100 4 100 0 0.0 121 100
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 1 2.8 0 0.0 2 6.1 0 0.0 0 0.0 2 10.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 5 4.1
利用方法が分からない 1 14.3 3 8.3 2 50.0 5 15.2 0 0.0 1 11.1 2 10.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 14 11.6
利用する時間・余力がない 2 28.6 2 5.6 0 0.0 1 3.0 1 33.3 0 0.0 5 25.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 11 9.1
内容が分かりづらい 0 0.0 1 2.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.8
存在を知らなかった 5 71.4 25 69.4 2 50.0 26 78.8 2 66.7 7 77.8 9 45.0 2 40.0 1 25.0 0 0.0 79 65.3
その他 0 0.0 2 5.6 0 0.0 5 15.2 0 0.0 1 11.1 2 10.0 0 0.0 1 25.0 0 0.0 11 9.1

1-3
(1)

「再発防止に関する報告書」を利用したことがな
い理由
（複数回答可）

1-4 「脳性麻痺事例の胎児心拍数陣痛
図紹介集」

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体
（複数回答可）

「あり」の場合の利用
方法
（複数回答可）

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

3



件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 15 60.0 37 41.6 0 0.0 2 5.6 4 57.1 11 50.0 27 60.0 5 45.5 4 50.0 0 0.0 105 42.2
利用したことがない 9 36.0 52 58.4 5 100 31 86.1 3 42.9 11 50.0 18 40.0 6 54.5 3 37.5 0 0.0 138 55.4
（該当者数） 15 100 37 100 0 0.0 2 100 4 100 11 100 27 100 5 100 4 100 0 0.0 105 100
紙 11 73.3 22 59.5 0 0.0 1 50.0 4 100 7 63.6 26 96.3 4 80.0 2 50.0 0 0.0 77 73.3
電子 0 0.0 4 10.8 0 0.0 1 50.0 0 0.0 1 9.1 0 0.0 1 20.0 1 25.0 0 0.0 8 7.6
紙と電子の両方 3 20.0 6 16.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 10 9.5
（該当者数） 9 100 52 100 5 100 31 100 3 100 11 100 18 100 6 100 3 100 0 0.0 138 100
利用する時間・余力がない 2 22.2 3 5.8 0 0.0 1 3.2 0 0.0 1 9.1 7 38.9 1 16.7 0 0.0 0 0.0 15 10.9
利用方法が分からない 0 0.0 3 5.8 1 20.0 5 16.1 0 0.0 1 9.1 4 22.2 0 0.0 1 33.3 0 0.0 15 10.9
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 2 3.8 0 0.0 1 3.2 0 0.0 0 0.0 1 5.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 2.9
存在を知らなかった 7 77.8 38 73.1 3 60.0 20 64.5 3 100 9 81.8 7 38.9 5 83.3 0 0.0 0 0.0 92 66.7
（総数） 24 100 89 100 5 100 33 100 7 100 22 100 45 100 11 100 7 100 1 100 244 100
利用したことがある 11 45.8 30 33.7 0 0.0 3 9.1 2 28.6 6 27.3 23 51.1 1 9.1 2 28.6 0 0.0 78 32.0
利用したことがない 13 54.2 59 66.3 5 100 30 90.9 5 71.4 16 72.7 22 48.9 10 90.9 5 71.4 0 0.0 165 67.6
（該当者数） 11 100 30 100 0 0.0 3 100 2 100 6 100 23 100 1 100 2 100 0 0.0 78 100
紙 6 54.5 19 63.3 0 0.0 3 100 2 100 4 66.7 22 95.7 1 100 0 0.0 0 0.0 57 73.1
電子 1 9.1 1 3.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 4 5.1
紙と電子の両方 3 27.3 8 26.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 4.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 12 15.4
（該当者数） 13 100 59 100 5 100 30 100 5 100 16 100 22 100 10 100 5 100 0 0.0 165 100
利用する時間・余力がない 1 7.7 1 1.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 12.5 3 13.6 1 10.0 0 0.0 0 0.0 8 4.8
利用方法が分からない 1 7.7 4 6.8 0 0.0 2 6.7 0 0.0 1 6.3 4 18.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 12 7.3
量や文字が多い、文字が細かい 1 7.7 1 1.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 1.2
存在を知らなかった 10 76.9 46 78.0 4 80.0 24 80.0 5 100 12 75.0 16 72.7 9 90.0 3 60.0 0 0.0 129 78.2
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 7 28.0 23 25.8 0 0.0 3 8.3 2 28.6 3 13.6 19 42.2 1 9.1 2 25.0 0 0.0 60 24.1
利用したことがない 17 68.0 66 74.2 5 100 30 83.3 5 71.4 19 86.4 26 57.8 10 90.9 5 62.5 0 0.0 183 73.5
（該当者数） 7 100 23 100 0 0.0 3 100 2 100 3 100 19 100 1 100 2 100 0 0.0 60 100
紙 3 42.9 12 52.2 0 0.0 2 66.7 2 100 2 66.7 18 94.7 1 100 0 0.0 0 0.0 40 66.7
電子 1 14.3 2 8.7 0 0.0 1 33.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 5 8.3
紙と電子の両方 2 28.6 8 34.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 11 18.3
（該当者数） 17 100 66 100 5 100 30 100 5 100 19 100 26 100 10 100 5 100 0 0.0 183 100
利用する時間・余力がない 1 5.9 3 4.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 10.5 8 30.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 14 7.7
利用方法が分からない 0 0.0 5 7.6 1 20.0 2 6.7 0 0.0 3 15.8 2 7.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 13 7.1
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.8 0 0.0 1 20.0 0 0.0 2 1.1
存在を知らなかった 16 94.1 51 77.3 3 60.0 22 73.3 5 100 13 68.4 17 65.4 10 100 2 40.0 0 0.0 139 76.0

２．その他の発行物について

①
「再発防止委員会からの提
言集」

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

②
「妊産婦の皆様へ 生後ま
もない赤ちゃんについて」
（A4版リーフレット）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

③

「産科医療関係者の皆様へ
出生後早期の新生児管理に
ついて」（A4版リーフ
レット）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 8 32.0 14 15.7 1 20.0 2 5.6 2 28.6 3 13.6 23 51.1 2 18.2 2 25.0 0 0.0 57 22.9
利用したことがない 16 64.0 71 79.8 4 80.0 30 83.3 5 71.4 18 81.8 22 48.9 9 81.8 5 62.5 0 0.0 180 72.3
（該当者数） 8 100 14 100 1 100 2 100 2 100 3 100 23 100 2 100 2 100 0 0.0 57 100
紙 5 62.5 7 50.0 0 0.0 1 50.0 2 100 1 33.3 21 91.3 2 100 0 0.0 0 0.0 39 68.4
電子 0 0.0 1 7.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 3 5.3
紙と電子の両方 2 25.0 4 28.6 1 100 1 50.0 0 0.0 0 0.0 2 8.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 10 17.5
（該当者数） 16 100 71 100 4 100 30 100 5 100 18 100 22 100 9 100 5 100 0 0.0 180 100
利用する時間・余力がない 1 6.3 1 1.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 16.7 5 22.7 1 11.1 1 20.0 0 0.0 12 6.7
利用方法が分からない 0 0.0 4 5.6 0 0.0 2 6.7 0 0.0 3 16.7 3 13.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 12 6.7
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 1 1.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.6
存在を知らなかった 15 93.8 58 81.7 3 75.0 24 80.0 5 100 11 61.1 14 63.6 8 88.9 2 40.0 0 0.0 140 77.8
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 9 36.0 12 13.5 1 20.0 1 2.8 1 14.3 5 22.7 12 26.7 1 9.1 2 25.0 0 0.0 44 17.7
利用したことがない 15 60.0 75 84.3 4 80.0 31 86.1 6 85.7 16 72.7 33 73.3 10 90.9 5 62.5 0 0.0 195 78.3
（該当者数） 9 100 12 100 1 100 1 100 1 100 5 100 12 100 1 100 2 100 0 0.0 44 100
紙 5 55.6 5 41.7 0 0.0 1 100 1 100 3 60.0 10 83.3 1 100 0 0.0 0 0.0 26 59.1
電子 0 0.0 2 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0 1 8.3 0 0.0 1 50.0 0 0.0 5 11.4
紙と電子の両方 3 33.3 4 33.3 1 100 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 8.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 9 20.5
（該当者数） 15 100 75 100 4 100 31 100 6 100 16 100 33 100 10 100 5 100 0 0.0 195 100
利用する時間・余力がない 1 6.7 2 2.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 12.5 8 24.2 2 20.0 0 0.0 0 0.0 15 7.7
利用方法が分からない 0 0.0 3 4.0 0 0.0 1 3.2 0 0.0 2 12.5 11 33.3 1 10.0 0 0.0 0 0.0 18 9.2
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 1 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 10.0 0 0.0 0 0.0 2 1.0
存在を知らなかった 14 93.3 60 80.0 3 75.0 26 83.9 6 100 11 68.8 15 45.5 9 90.0 3 60.0 0 0.0 147 75.4
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100.0 22 100 43 100 11 100 8 100 1 100 247 100
利用したことがある 4 16.0 16 18.0 0 0.0 0 0.0 2 28.6 3 13.6 5 11.6 1 9.1 3 37.5 0 0.0 34 13.8
利用したことがない 20 80.0 71 79.8 5 100 32 88.9 5 71.4 18 81.8 40 93.0 10 90.9 4 50.0 0 0.0 205 83.0
（該当者数） 4 100 16 100 0 0.0 0 0.0 2 100 3 0.0 5 100 1 100 3 100 0 0.0 34 100
紙 1 25.0 10 62.5 0 0.0 0 0.0 2 100 1 33.3 4 80.0 1 100 0 0.0 0 0.0 19 55.9
電子 0 0.0 1 6.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 0 0.0 2 66.7 0 0.0 4 11.8
紙と電子の両方 2 50.0 3 18.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 17.6
（該当者数） 20 100 71 100 5 100 32 100 5 100 18 100 40 100 10 100 4 0.0 0 0.0 205 100
利用する時間・余力がない 1 5.0 3 4.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 11.1 6 15.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 12 5.9
利用方法が分からない 0 0.0 4 5.6 0 0.0 1 3.1 0 0.0 2 11.1 11 27.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 18 8.8
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 1 1.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.5
存在を知らなかった 19 95.0 58 81.7 4 80.0 27 84.4 5 100 13 72.2 21 52.5 9 90.0 2 50.0 0 0.0 158 77.1

④

「妊産婦の皆様へ イン
フォームドコンセントにつ
いて」（A4版リーフレッ
ト）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

⑤

「産科医療関係者の皆様へ
分娩誘発・促進時のイン
フォームドコンセントにつ
いて」（A4版リーフレッ
ト

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

⑥

「産科医療関係者の皆様へ
メトロイリンテル使用フ
ローチャート」（A3版ポ
スター）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 7 28.0 12 13.5 1 20.0 1 2.8 1 14.3 5 22.7 7 15.6 2 18.2 4 50.0 0 0.0 40 16.1
利用したことがない 17 68.0 73 82.0 4 80.0 31 86.1 6 85.7 17 77.3 38 84.4 9 81.8 3 37.5 0 0.0 198 79.5
（該当者数） 7 100 12 100 1 100 1 100 1 100 5 0.0 7 100 2 100 4 100 0 0.0 40 100
紙 3 42.9 5 41.7 0 0.0 0 0.0 1 100 2 40.0 6 85.7 2 100 0 0.0 0 0.0 19 47.5
電子 0 0.0 2 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 2 50.0 0 0.0 5 12.5
紙と電子の両方 3 42.9 4 33.3 1 100 1 100 0 0.0 0 0.0 1 14.3 0 0.0 1 25.0 0 0.0 11 27.5
（該当者数） 17 100 73 100 4 100 31 100 6 100 17 100 38 100 9 100 3 100 0 0.0 198 100
利用する時間・余力がない 2 11.8 3 4.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.9 5 13.2 1 11.1 0 0.0 0 0.0 12 6.1
利用方法が分からない 0 0.0 2 2.7 0 0.0 1 3.2 0 0.0 0 0.0 8 21.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 11 5.6
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 2 2.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 1.5
存在を知らなかった 15 88.2 59 80.8 3 75.0 26 83.9 6 100 14 82.4 24 63.2 7 77.8 3 100 0 0.0 157 79.3
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 12 48.0 36 40.4 2 40.0 1 2.8 5 71.4 9 40.9 28 62.2 3 27.3 4 50.0 0 0.0 100 40.2
利用したことがない 12 48.0 51 57.3 3 60.0 31 86.1 2 28.6 13 59.1 17 37.8 8 72.7 3 37.5 0 0.0 140 56.2
（該当者数） 12 100 36 100 2 100 1 100 5 100 9 100 28 100 3 100 4 100 0 0.0 100 100
紙 7 58.3 20 55.6 0 0.0 1 100 5 100 6 66.7 26 92.9 3 100 1 25.0 0 0.0 69 69.0
電子 0 0.0 3 8.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 11.1 0 0.0 0 0.0 2 50.0 0 0.0 6 6.0
紙と電子の両方 4 33.3 9 25.0 1 50.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 7.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 16 16.0
（該当者数） 12 100 51 100 3 100 31 100 2 100 13 100 17 100 8 100 3 100 0 0.0 140 100
利用する時間・余力がない 2 16.7 2 3.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.7 3 17.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 5.7
利用方法が分からない 0 0.0 2 3.9 0 0.0 1 3.2 0 0.0 0 0.0 1 5.9 1 12.5 0 0.0 0 0.0 5 3.6
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 2 3.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 1.4
存在を知らなかった 10 83.3 43 84.3 3 100 26 83.9 2 100 11 84.6 11 64.7 7 87.5 2 66.7 0 0.0 115 82.1
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 14 56.0 57 64.0 2 40.0 2 5.6 6 85.7 10 45.5 28 62.2 4 36.4 5 62.5 0 0.0 128 51.4
利用したことがない 10 40.0 30 33.7 3 60.0 30 83.3 1 14.3 12 54.5 17 37.8 7 63.6 2 25.0 0 0.0 112 45.0
（該当者数） 14 100 57 100 2 100 2 100 6 100 10 100 28 100 4 100 5 100 0 0.0 128 100
紙 8 57.1 39 68.4 0 0.0 1 50.0 6 100 6 60.0 27 96.4 3 75.0 3 60.0 0 0.0 93 72.7
電子 0 0.0 6 10.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 10.0 0 0.0 1 25.0 1 20.0 0 0.0 9 7.0
紙と電子の両方 5 35.7 5 8.8 1 50.0 1 50.0 0 0.0 2 20.0 1 3.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 15 11.7
（該当者数） 10 100 30 100 3 100 30 0.0 1 100 12 100 17 100 7 100 2 100 0 0.0 112 100
利用する時間・余力がない 4 40.0 2 6.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 8.3 4 23.5 1 14.3 0 0.0 0 0.0 12 10.7
利用方法が分からない 0 0.0 2 6.7 1 33.3 1 3.3 1 100 1 8.3 2 11.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 7.1
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 1 3.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.9
存在を知らなかった 6 60.0 23 76.7 2 66.7 25 83.3 1 100 8 66.7 12 70.6 6 85.7 1 50.0 0 0.0 84 75.0

⑦
「産科医療関係者の皆様へ
人工破膜実施フローチャー
ト」（A3版ポスター）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

⑧

「妊産婦の皆様へ 常位胎
盤早期剥離ってなに？」
（Ａ4版リーフレットおよ
びA3版ポスター）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

⑨
「脳性麻痺事例の胎児心拍
数陣痛図」（A3版教材）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 6 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 248 100
利用したことがある 8 32.0 15 16.9 1 20.0 1 2.8 1 16.7 4 18.2 22 48.9 1 9.1 2 25.0 0 0.0 55 22.2
利用したことがない 16 64.0 71 79.8 4 80.0 30 83.3 6 100 17 77.3 23 51.1 10 90.9 5 62.5 0 0.0 182 73.4
（該当者数） 8 100 15 100 1 100 1 100 1 100 4 100 22 100 1 100 2 100 0 0.0 55 100
紙 4 50.0 7 46.7 0 0.0 0 0.0 1 100 1 25.0 22 100 1 100 0 0.0 0 0.0 36 65.5
電子 0 0.0 3 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 50.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 6 10.9
紙と電子の両方 3 37.5 3 20.0 1 100 1 100 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 14.5
（該当者数） 16 100 71 100 4 100 30 100 6 100 17 100 23 100 10 100 5 100 0 0.0 182 100
利用する時間・余力がない 1 6.3 1 1.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.9 3 13.0 1 10.0 0 0.0 0 0.0 7 3.8
利用方法が分からない 1 6.3 2 2.8 0 0.0 2 6.7 0 0.0 0 0.0 1 4.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 3.3
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 1 1.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.5
存在を知らなかった 14 87.5 57 80.3 3 75.0 25 83.3 6 100 14 82.4 20 87.0 9 90.0 5 100 0 0.0 153 84.1
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100.0 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 6 24.0 22 24.7 1 20.0 0 0.0 1 14.3 5 22.7 18 40.0 1 9.1 2 25.0 0 0.0 56 22.5
利用したことがない 18 72.0 64 71.9 4 80.0 31 86.1 6 85.7 16 72.7 27 60.0 10 90.9 5 62.5 0 0.0 181 72.7
（該当者数） 6 100 22 100 1 100 0 0.0 1 100 5 100 18 100 1 100 2 100 0 0.0 56 100
紙 2 33.3 13 59.1 0 0.0 0 0.0 1 100 2 40.0 18 100 1 100 0 0.0 0 0.0 37 66.1
電子 0 0.0 3 13.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 6 10.7
紙と電子の両方 3 50.0 3 13.6 1 100 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 7 12.5
（該当者数） 18 100 64 100 4 100 31 100 6 100 16 100 27 100 10 100 5 100 0 0.0 181 100
利用する時間・余力がない 1 5.6 2 3.1 0 0.0 1 3.2 0 0.0 1 6.3 3 11.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 4.4
利用方法が分からない 1 5.6 1 1.6 0 0.0 2 6.5 0 0.0 1 6.3 4 14.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 9 5.0
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
存在を知らなかった 16 88.9 53 82.8 3 75.0 26 83.9 6 100 13 81.3 21 77.8 9 90.0 5 100 0 0.0 152 84.0
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 0 0.0 248 100
利用したことがある 6 24.0 17 19.1 1 20.0 1 2.8 1 14.3 5 22.7 17 37.8 1 9.1 2 25.0 0 0.0 51 20.6
利用したことがない 18 72.0 69 77.5 4 80.0 30 83.3 6 85.7 16 72.7 28 62.2 10 90.9 5 62.5 0 0.0 186 75.0
（該当者数） 6 100 17 100 1 100 1 100 1 100 5 100 17 100 1 100 2 100 0 0.0 51 100
紙 2 33.3 10 58.8 0 0.0 0 0.0 1 100 2 40.0 15 88.2 1 100 0 0.0 0 0.0 31 60.8
電子 0 0.0 4 23.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 7 13.7
紙と電子の両方 3 50.0 2 11.8 1 100 1 100 0 0.0 0 0.0 2 11.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 9 17.6
（該当者数） 18 100 69 100 4 100 30 100 6 100 16 100 28 100 10 100 5 100 0 0.0 186 100
利用する時間・余力がない 2 11.1 1 1.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 6.3 2 7.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 3.2
利用方法が分からない 0 0.0 1 1.4 0 0.0 2 6.7 0 0.0 0 0.0 5 17.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 4.3
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
存在を知らなかった 15 83.3 57 82.6 3 75.0 26 86.7 6 100 13 81.3 22 78.6 10 100 5 100 0 0.0 157 84.4

➉a

「産科医療関係者の皆様へ
遅発一過性徐脈と変動一過
性徐脈の鑑別」（Ａ4版
リーフレット）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

➉b

「産科医療関係者の皆様へ
遅発一過性徐脈と変動一過
性徐脈の鑑別」（Ａ3版ポ
スター）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

⑪

「産科医療関係者の皆様へ
胎児心拍数陣痛図について
(母体の呼吸・循環不全)」
（Ａ4版リーフレット）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 4 16.0 19 21.3 0 0.0 2 5.6 2 28.6 5 22.7 18 40.0 2 18.2 3 37.5 0 0.0 55 22.1
利用したことがない 20 80.0 68 76.4 5 100 28 77.8 5 71.4 16 72.7 27 60.0 9 81.8 4 50.0 0 0.0 182 73.1
（該当者数） 4 100 19 100 0 0.0 2 100 2 100 5 100 18 100 2 100 3 100 0 0.0 55 100
紙 2 50.0 10 52.6 0 0.0 2 100 2 100 1 20.0 18 100 1 50.0 0 0.0 0 0.0 36 65.5
電子 0 0.0 4 21.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0 0 0.0 0 0.0 2 66.7 0 0.0 8 14.5
紙と電子の両方 1 25.0 3 15.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 0 0.0 5 9.1
（該当者数） 20 100 68 100 5 100 28 100 5 100 16 100 27 100 9 100 4 100 0 0.0 182 100
利用する時間・余力がない 2 10.0 1 1.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 6.3 4 14.8 1 11.1 0 0.0 0 0.0 9 4.9
利用方法が分からない 0 0.0 3 4.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 11.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 3.3
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 1 1.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.5
存在を知らなかった 17 85.0 57 83.8 4 80.0 24 85.7 5 100 14 87.5 19 70.4 7 77.8 4 100 0 0.0 151 83.0
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 2 8.0 7 7.9 0 0.0 0 0.0 1 14.3 1 4.5 5 11.1 1 9.1 2 25.0 0 0.0 19 7.6
利用したことがない 22 88.0 80 89.9 5 100 30 83.3 6 85.7 20 90.9 40 88.9 10 90.9 5 62.5 0 0.0 218 87.6
（該当者数） 2 100 7 100 0 0.0 0 0.0 1 100 1 100 5 100 1 100 2 100 0 0.0 19 100
紙 1 50.0 2 28.6 0 0.0 0 0.0 1 100 0 0.0 5 100 1 100 0 0.0 0 0.0 10 52.6
電子 0 0.0 3 42.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 100 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 5 26.3
紙と電子の両方 0 0.0 1 14.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.3
（該当者数） 22 100 80 100 5 100 30 100 6 100 20 100 40 100 10 100 5 100 0 0.0 218 100
利用する時間・余力がない 2 9.1 2 2.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.0 3 7.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 3.7
利用方法が分からない 0 0.0 1 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.0 2 5.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 1.8
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 1 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.5
存在を知らなかった 19 86.4 67 83.8 4 80.0 26 86.7 6 100 17 85.0 36 90.0 10 100 5 100 0 0.0 190 87.2
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 3 12.0 8 9.0 1 20.0 0 0.0 1 14.3 1 4.5 10 22.2 1 9.1 2 25.0 0 0.0 27 10.8
利用したことがない 21 84.0 79 88.8 4 80.0 30 83.3 6 85.7 20 90.9 35 77.8 10 90.9 5 62.5 0 0.0 210 84.3
（該当者数） 3 100 8 100 1 100 0 0.0 1 100 1 100 10 100 1 100 2 100 0 0.0 27 100
紙 0 0.0 3 37.5 0 0.0 0 0.0 1 100 0 0.0 10 100 1 100 0 0.0 0 0.0 15 55.6
電子 0 0.0 2 25.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 100 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 4 14.8
紙と電子の両方 2 66.7 2 25.0 1 100 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 5 18.5
（該当者数） 21 100 79 100 4 100 30 100 6 100 20 100 35 100 10 100 5 100 0 0.0 210 100
利用する時間・余力がない 1 4.8 2 2.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.0 4 11.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 3.8
利用方法が分からない 0 0.0 2 2.5 0 0.0 1 0.0 0 0.0 0 0.0 3 8.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 2.9
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.5
存在を知らなかった 19 90.5 66 83.5 3 75.0 26 86.7 6 100 18 90.0 28 80.0 10 100 5 100 0 0.0 181 86.2

⑫

「保護者の皆様へ いつも
と違ってなんとなく元気が
ないと感じたら～退院後の
赤ちゃんについて～」（Ａ
4版リーフレット）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

⑬
「リーフレット・ポスター
アーカイブ集(第1回～第10
回)」（A4版冊子）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

⑭

「産科・小児科医療関係者
の皆様へ 適切な新生児蘇
生の実施のために」（Ａ4
版リーフレット）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
利用したことがある 5 20.0 7 7.9 0 0.0 0 0.0 1 14.3 1 4.5 8 17.8 1 9.1 2 25.0 0 0.0 25 10.0
利用したことがない 19 76.0 80 89.9 5 100 30 83.3 6 85.7 20 90.9 37 82.2 10 90.9 5 62.5 0 0.0 212 85.1
（該当者数） 5 100 7 100 0 0.0 0 0.0 1 100 1 100 8 100 1 100 2 100 0 0.0 25 100
紙 1 20.0 2 28.6 0 0.0 0 0.0 1 100 0 0.0 8 100 1 100 0 0.0 0 0.0 13 52.0
電子 0 0.0 2 28.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0 3 12.0
紙と電子の両方 3 60.0 2 28.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 5 20.0
（該当者数） 19 100 80 100 5 100 30 100 6 100 20 100 37 100 10 100 5 100 0 0.0 212 100
利用する時間・余力がない 1 5.3 3 3.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.0 4 10.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 9 4.2
利用方法が分からない 0 0.0 1 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 8.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 1.9
量や文字が多い、文字が細かい 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
存在を知らなかった 17 89.5 64 80.0 4 80.0 25 83.3 6 100 18 90.0 31 83.8 10 100 5 100 0 0.0 180 84.9

（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
① すでにほとんど取り組んでいる 10 40.0 13 14.6 0 0.0 1 2.8 1 14.3 0 0.0 6 13.3 1 9.1 2 25.0 0 0.0 34 13.7
② すでに一部取り組んでいる 8 32.0 42 47.2 1 20.0 3 8.3 4 57.1 8 36.4 25 55.6 2 18.2 0 0.0 0 0.0 93 37.3
③ まだ取り組んでいないが、これ
から取り組む予定である

2 8.0 15 16.9 1 20.0 3 8.3 2 28.6 4 18.2 11 24.4 3 27.3 0 0.0 0 0.0 41 16.5

④ 取り組む予定はない 0 0.0 7 7.9 0 0.0 15 41.7 0 0.0 6 27.3 3 6.7 5 45.5 2 25.0 0 0.0 38 15.3

（該当者数） 18 100 55 100 1 100 4 100 5 100 8 100 31 100 3 100 2 100 0 0.0 127 100

胎児心拍数聴取について、胎児心拍
数陣痛図の判読について

15 83.3 43 78.2 0 0.0 2 50.0 5 100 4 50.0 29 93.5 3 100 2 100 0 0.0 103 81.1

子宮収縮薬について ※病院・診療
所の方のみご回答

14 77.8 35 63.6 0 0.0 2 50.0 4 80.0 5 62.5 - - - - - - - - 60 47.2

吸引分娩・子宮底圧迫法について 9 50.0 19 34.5 0 0.0 2 50.0 3 60.0 2 25.0 5 16.1 1 33.3 2 100 0 0.0 43 33.9
遷延分娩について 5 27.8 10 18.2 0 0.0 1 25.0 2 40.0 1 12.5 15 48.4 1 33.3 2 100 0 0.0 37 29.1
常位胎盤早期剥離について 10 55.6 27 49.1 0 0.0 2 50.0 1 20.0 1 12.5 16 51.6 1 33.3 2 100 0 0.0 60 47.2
臍帯因子について（臍帯脱出等） 3 16.7 10 18.2 0 0.0 1 25.0 2 40.0 1 12.5 9 29.0 1 33.3 2 100 0 0.0 29 22.8
新生児蘇生について 12 66.7 24 43.6 1 100 3 75.0 5 100 2 25.0 21 67.7 3 100 2 100 0 0.0 73 57.5
出生後の新生児管理について 8 44.4 20 36.4 0 0.0 3 75.0 3 60.0 1 12.5 23 74.2 2 66.7 2 100 0 0.0 62 48.8
その他（子宮破裂、子宮内感染、早
産、多胎、胎児母体間輸血症候群、
診療録等の記載、搬送体制、等）

7 38.9 10 18.2 0 0.0 1 25.0 1 20.0 1 12.5 10 32.3 0 0.0 2 100 0 0.0 32 25.2

⑮

「産科医療関係者の皆様へ
子宮内感染～出生前に判断
できない事例が多くありま
した～」（A4版リーフ
レット）

利用の有無

「あり」の場合の利用
媒体

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

３．再発防止委員会からの提言について

3-1
「再発防止に関する報告書」やその他の発行物に掲載さ
れている産科や小児科医療関係者に対する提言に取り組
まれましたか。

3-2

3-1で「①すでにほとんど取り組んでいる」、「②すでに
一部取り組んでいる」回答者への設問

1
 具体的に取り組まれた内容
（複数回答可）
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

（記入ありの件数） 7 38.9 12 21.8 0 0.0 0 0.0 2 40.0 0 0.0 12 38.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 33 26.0

（該当者数） 2 100 22 100 1 100 18 100 2 100 10 100 14 100 8 100 2 100 0 0.0 79 100

（記入ありの件数） 1 50.0 6 27.3 1 100 11 61.1 2 100 7 70.0 11 78.6 3 37.5 1 50.0 0 0.0 43 54.4

3-3

3-1で「③まだ取り組んでいないが、これから取り組む予
定である」、「④取り組む予定はない」回答者への設問

1

これまで取り組まれていない理由

＜主な記入内容＞
分娩入院は取り扱っていないため。産後に活用できるものや、妊娠中に活用出来るものは利用したい。
NICUにおいて、そのような情報を得られていなかったため。
病棟責任者ではないから。その他仕事に追われていて情報を得られていなかった。
利用する機会がないため。
新生児側からでわからない。産科のことに口をだせない。

2

これまで取り組まれた結果、ご自身の行動や院内
（病棟）の状況に変化
＜主な記入内容＞
症状について説明をすることによって、妊婦の意識づけができ、早期対応できた事が何度かあった。
お母さんに対して赤ちゃんのどのような部分に気をつけて観察したら良いのかを媒体を用いて指導できるようになった。
胎児心拍については必ず複数のスタッフで情報を共有するようになった。その後の助産計画に反映させている。
毎回、分娩介助の事故防止のため参考になっています。分娩がスムーズに進まない又はトラブル回避のための予測の勉強になります。
新人、転入スタッフを中心に行っているが、繰り返し行うことで啓蒙となると思う。
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

分娩機関種別不明

総数助産師 看護師 助産師

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

師長または準ず
る責任者

いずれにも該当
しない

助産師 助産師 看護師

 診療所病院 助産所

いずれにも該当
しない

いずれにも該当
しない

院長
いずれにも該当し

ない

問 設問 選択肢
師長または準ず

る責任者
いずれにも該当

しない

（総数） 25 100 88 100 5 100 36 100 7 100 22 100 - - - - - - - - 183 100
① 知っており利用したことがある 0 0.0 13 14.8 1 20.0 0 0.0 1 14.3 4 18.2 - - - - - - - - 19 10.4
② 知っているが他の雛形を使用し
ているため利用したことがない

10 40.0 29 33.0 0 0.0 5 13.9 4 57.1 9 40.9 - - - - - - - - 57 31.1

③ 知っているが上記②以外の理由
で利用したことがない

0 0.0 8 9.1 1 20.0 0 0.0 0 0.0 2 9.1 - - - - - - - - 11 6.0

④ 知らなかった 13 52.0 30 34.1 3 60.0 23 63.9 2 28.6 5 22.7 - - - - - - - - 76 41.5
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
① 知っており利用したことがある 6 24.0 17 19.1 0 0.0 0 0.0 1 14.3 5 22.7 5 11.1 1 9.1 0 0.0 0 0.0 35 14.1
② 知っているが利用したことはな 4 16.0 22 24.7 2 40.0 6 16.7 2 28.6 6 27.3 21 46.7 3 27.3 1 12.5 0 0.0 67 26.9
③ 知らなかった 13 52.0 41 46.1 3 60.0 22 61.1 4 57.1 9 40.9 18 40.0 7 63.6 2 25.0 0 0.0 119 47.8
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
① 知っており利用したことがある 3 12.0 6 6.7 0 0.0 0 0.0 1 14.3 0 0.0 1 2.2 1 9.1 0 0.0 0 0.0 12 4.8
② 知っているが利用したことはな 7 28.0 12 13.5 1 20.0 2 5.6 0 0.0 3 13.6 15 33.3 1 9.1 0 0.0 0 0.0 41 16.5
③ 知らなかった 14 56.0 68 76.4 4 80.0 30 83.3 6 85.7 17 77.3 28 62.2 9 81.8 6 75.0 0 0.0 182 73.1
（総数） 25 100 89 100 5 100 36 100 7 100 22 100 45 100 11 100 8 100 1 100 249 100
（記入ありの件数） 6 24.0 8 9.0 1 20.0 2 5.6 1 14.3 1 4.5 7 15.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 26 10.4

4-4

その他、ご意見・ご要望

＜主な記入内容＞
産科医療補償制度という言葉は病院内でも患者さんからもよく聞かれるワードで大事であることはわかっていたが内容をしっかり把握せずにいたことがわかったのでこれからしっかりと把握していきたいと思いました。
看護学生への授業や実習で取り入れたい場合は、どうやれば入手できるのですか？
安全のために活用させて頂いています。目で見ることでよくわかり、モニターと比較できわかりやすいです。
郵送での紙媒体が利用するには利便性があると思います。ただし、現場の看護管理者＝産科看護管理者宛てではないため、手元に確実にくるとは限りません。どこかでストップしていると考えます。医師宛てでも全体周知に関する行動力はいまいちで
す。　確実に活用するために産科看護管理者宛て等郵送宛先を選択できるとよいと感じています。
出産に関わる医療関係者すべてが知っておくべき情報だと思うので、専門医、アドバンス助産師制度の必須単位として位置づけた教育体制にしたら良いと思います。

４．その他について

4-1

分娩機関種別が「病院」「診療所」の方にお伺いしま
す。本制度で作成した「分娩誘発・促進（子宮収縮薬使
用）についてのご本人とご家族への説明書・同意書
（例）」をご存知ですか。

4-2
「再発防止に関する報告書」および各リーフレット・ポ
スター等が産科医療補償制度のホームページに掲載され
ていることはご存知ですか。

4-3
産科医療補償制度のホームページに「再発防止に関する
報告書」のパワーポイント版を掲載していることはご存
知ですか。
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再発防止に関するアンケート集計結果（実施期間：2021年9月～10月）

１．回収結果

件数 ％ 件数 ％

600 51.0 346 57.7

300 25.5 165 55.0

300 25.5 181 60.3

600 38.9 301 50.2

300 19.4 160 53.3

300 19.4 141 47.0

380 88.8 218 57.4

1,580 50.2 873 55.3

（※１）2021年8月時点における加入分娩機関数である。

（※２）再発防止委員会からの発行物を受領したことがない新規加入の助産所等を除く。

（※３）総数のうち回収数には施設種別が不明のアンケート8件を含む。

２．回答結果の概要（※４）

病院 診療所

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

128 77.6 135 74.6 115 71.9 97 68.8 172 78.9 649 74.3

37 22.4 42 23.2 43 26.9 43 30.5 46 21.1 212 24.3

128 100.0 135 100.0 115 100.0 97 100.0 172 100.0 649 100.0

126 98.4 130 96.3 114 99.1 96 99.0 170 98.8 638 98.3

21 16.4 16 11.9 16 13.9 0 0.0 8 4.7 61 9.4

0 0.0 3 2.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 0.5

81 63.3 98 72.6 88 76.5 85 87.6 127 73.8 480 74.0

61 47.7 51 37.8 52 45.2 26 26.8 74 43.0 264 40.7

40 31.3 57 42.2 36 31.3 27 27.8 44 25.6 204 31.4

11 8.6 9 6.7 5 4.3 6 6.2 5 2.9 36 5.5

11 8.6 9 6.7 5 4.3 0 0.0 0 0.0 26 4.0

0 0.0 8 5.9 1 0.9 0 0.0 9 5.2 19 2.9

111 86.7 118 87.4 96 83.5 81 83.5 157 91.3 565 87.1

60 46.9 51 37.8 60 52.2 37 38.1 75 43.6 283 43.6

96 75.0 98 72.6 77 67.0 62 63.9 111 64.5 446 68.7

0 0.0 2 1.5 0 0.0 1 1.0 2 1.2 5 0.8

3
「再発防止に関する報告書」のどの部分を利用され
ましたか。
（複数回答可）

テーマに沿った分析

産科医療の質の向上への取
組みの動向

分析対象事例の概況

その他

院内で回覧・閲覧した

日々の診療・看護等の確認に
利用した

研修会・勉強会等で周知・資
料として利用した

研究の参考資料として利用し
た

小児科医または新生児科医
にも共有した

その他

1-2

1-1で「①利用したことがある」回答者への設問 該当者数

1
どの媒体を利用されましたか。
（複数回答可）

評価機構より送付された冊子
（紙媒体）

ホームページ（電子媒体）

その他

2
「再発防止に関する報告書」はどのように利用され
ましたか。
（複数回答可）

　1　「再発防止に関する報告書」について

1-1 「再発防止に関する報告書」を利用したことがありますか。

総数

①利用したことがある

②利用したことがない

総数
（※３）

助産所産科責任者・
院長

師長
産科責任者・

院長
師長

助産所 428

総数（※３） 3,148

問 設問 選択肢

病院

1,176医師（産科責任者・院長）あてアンケート

看護師長あてアンケート

診療所

1,544医師（産科責任者・院長）あてアンケート

看護師長あてアンケート

施設種別 加入分娩機関数（※１） 送付数（※２）
回収数

件数

1
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病院 診療所

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

総数
（※３）

助産所産科責任者・
院長

師長
産科責任者・

院長
師長

問 設問 選択肢

37 28.9 27 20.0 34 29.6 34 35.1 9 5.2 141 21.7

43 33.6 40 29.6 31 27.0 31 32.0 29 16.9 175 27.0

25 19.5 43 31.9 29 25.2 33 34.0 64 37.2 195 30.0

33 25.8 50 37.0 27 23.5 28 28.9 42 24.4 181 27.9

18 14.1 26 19.3 20 17.4 20 20.6 56 32.6 140 21.6

11 8.6 5 3.7 8 7.0 10 10.3 6 3.5 40 6.2

10 7.8 11 8.1 6 5.2 6 6.2 17 9.9 50 7.7

17 13.3 3 2.2 16 13.9 7 7.2 22 12.8 65 10.0

5 3.9 5 3.7 3 2.6 1 1.0 0 0.0 14 2.2

13 10.2 24 17.8 24 20.9 21 21.6 12 7.0 94 14.5

19 14.8 26 19.3 21 18.3 26 26.8 25 14.5 117 18.0

19 14.8 24 17.8 30 26.1 20 20.6 65 37.8 158 24.3

8 6.3 9 6.7 11 9.6 4 4.1 10 5.8 42 6.5

21 16.4 23 17.0 12 10.4 16 16.5 40 23.3 112 17.3

10 7.8 27 20.0 15 13.0 15 15.5 69 40.1 137 21.1

31 24.2 20 14.8 21 18.3 11 11.3 33 19.2 116 17.9

10 7.8 4 3.0 9 7.8 4 4.1 3 1.7 30 4.6

36 28.1 40 29.6 29 25.2 30 30.9 57 33.1 194 29.9

4 3.1 5 3.7 1 0.9 1 1.0 12 7.0 23 3.5

37 100.0 42 100.0 43 100.0 43 100.0 46 100.0 212 100.0

6 16.2 1 2.4 9 20.9 4 9.3 8 17.4 28 13.2

11 29.7 9 21.4 3 7.0 10 23.3 13 28.3 46 21.7

16 43.2 13 31.0 20 46.5 10 23.3 14 30.4 73 34.4

4 10.8 3 7.1 3 7.0 5 11.6 3 6.5 18 8.5

8 21.6 17 40.5 10 23.3 15 34.9 10 21.7 61 28.8

8 21.6 7 16.7 6 14.0 9 20.9 16 34.8 47 22.2

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

111 67.3 107 59.1 102 63.8 73 51.8 162 74.3 560 64.1

51 30.9 63 34.8 40 25.0 56 39.7 41 18.8 252 28.9

111 100.0 107 100.0 102 100.0 73 100.0 162 100.0 560 100.0

100 90.1 96 89.7 91 89.2 73 100.0 158 97.5 523 93.4

2 1.8 2 1.9 2 2.0 0 0.0 0 0.0 6 1.1

3 2.7 8 7.5 3 2.9 0 0.0 2 1.2 16 2.9

51 100.0 63 100.0 40 100.0 56 100.0 41 100.0 252 100.0

13 25.5 12 19.0 12 30.0 9 16.1 18 43.9 64 25.4

8 15.7 9 14.3 2 5.0 3 5.4 6 14.6 28 11.1

3 5.9 2 3.2 3 7.5 3 5.4 3 7.3 14 5.6

25 49.0 34 54.0 11 27.5 26 46.4 8 19.5 105 41.7

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

37 22.4 48 26.5 47 29.4 47 33.3 131 60.1 308 35.3

117 70.9 121 66.9 93 58.1 83 58.9 72 33.0 490 56.1

37 100.0 48 100.0 47 100.0 47 100.0 131 100.0 308 100.0

32 86.5 43 89.6 38 80.9 45 95.7 126 96.2 286 92.9

0 0.0 2 4.2 0 0.0 1 2.1 0 0.0 3 1.0

4 10.8 3 6.3 2 4.3 0 0.0 4 3.1 13 4.2

117 100.0 121 100.0 93 100.0 83 100.0 72 100.0 490 100.0

9 7.7 12 9.9 15 16.1 5 6.0 10 13.9 51 10.4

6 5.1 7 5.8 7 7.5 3 3.6 4 5.6 27 5.5

5 4.3 2 1.7 0 0.0 2 2.4 4 5.6 13 2.7

72 61.5 78 64.5 45 48.4 53 63.9 40 55.6 292 59.6

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

②
「妊産婦の皆様へ生後ま
もない赤ちゃんについて」
（リーフレット）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

その他

　2　その他の発行物について

①
「再発防止委員会からの
提言集」

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

1-3

1-1で「②利用したことがない」回答者への設問 該当者数

1
「再発防止に関する報告書」を利用したことがない
理由
（複数回答可）

量や文字が多い、文字が細か
い

利用方法が分からない

利用する時間・余力がない

内容が分かりづらい

存在を知らなかった

常位胎盤早期剥離

GBS感染症

子宮内感染

母児間輸血症候群

胎児心拍数陣痛図

その他

臍帯脱出以外の臍帯因子

多胎

子宮収縮薬

妊娠高血圧症候群

遷延分娩

子宮破裂

1-2 4
 今後、「再発防止に関する報告書」の「テーマに
沿った分析」で取り上げて欲しいテーマ
（複数回答可）

吸引分娩

クリステレル胎児圧出法

新生児蘇生

診療録等の記載

搬送体制

早産

臍帯脱出
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病院 診療所

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

総数
（※３）

助産所産科責任者・
院長

師長
産科責任者・

院長
師長

問 設問 選択肢

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

34 20.6 40 22.1 51 31.9 37 26.2 123 56.4 287 32.9

120 72.7 131 72.4 82 51.3 91 64.5 79 36.2 507 58.1

34 100.0 40 100.0 51 100.0 37 100.0 123 100.0 287 100.0

27 79.4 38 95.0 41 80.4 36 97.3 115 93.5 259 90.2

2 5.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.8 3 1.0

3 8.8 2 5.0 3 5.9 0 0.0 4 3.3 12 4.2

120 100.0 131 100.0 82 100.0 91 100.0 79 100.0 507 100.0

7 5.8 13 9.9 13 15.9 10 11.0 4 5.1 47 9.3

9 7.5 5 3.8 3 3.7 1 1.1 6 7.6 24 4.7

2 1.7 2 1.5 1 1.2 3 3.3 3 3.8 11 2.2

77 64.2 85 64.9 43 52.4 57 62.6 51 64.6 317 62.5

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

35 21.2 48 26.5 47 29.4 40 28.4 119 54.6 291 33.3

119 72.1 121 66.9 90 56.3 89 63.1 82 37.6 505 57.8

35 100.0 48 100.0 47 100.0 40 100.0 119 100.0 291 100.0

29 82.9 45 93.8 41 87.2 37 92.5 115 96.6 269 92.4

1 2.9 1 2.1 1 2.1 1 2.5 0 0.0 4 1.4

3 8.6 1 2.1 1 2.1 0 0.0 4 3.4 9 3.1

119 100.0 121 100.0 90 100.0 89 100.0 82 100.0 505 100.0

10 8.4 12 9.9 13 14.4 7 7.9 9 11.0 51 10.1

6 5.0 4 3.3 4 4.4 1 1.1 8 9.8 23 4.6

4 3.4 2 1.7 1 1.1 4 4.5 3 3.7 14 2.8

77 64.7 77 63.6 46 51.1 58 65.2 46 56.1 308 61.0

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

45 27.3 48 26.5 63 39.4 53 37.6 66 30.3 278 31.8

109 66.1 123 68.0 73 45.6 77 54.6 129 59.2 514 58.9

45 100.0 48 100.0 63 100.0 53 100.0 66 100.0 278 100.0

35 77.8 44 91.7 52 82.5 49 92.5 62 93.9 245 88.1

3 6.7 2 4.2 3 4.8 0 0.0 0 0.0 8 2.9

5 11.1 1 2.1 2 3.2 2 3.8 2 3.0 12 4.3

109 100.0 123 100.0 73 100.0 77 100.0 129 100.0 514 100.0

9 8.3 18 14.6 10 13.7 6 7.8 14 10.9 57 11.1

5 4.6 6 4.9 1 1.4 1 1.3 20 15.5 33 6.4

4 3.7 1 0.8 1 1.4 4 5.2 3 2.3 13 2.5

69 63.3 75 61.0 41 56.2 52 67.5 54 41.9 294 57.2

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

36 21.8 38 21.0 37 23.1 27 19.1 39 17.9 178 20.4

119 72.1 131 72.4 100 62.5 102 72.3 152 69.7 609 69.8

36 100.0 38 100.0 37 100.0 27 100.0 39 100.0 178 100.0

28 77.8 36 94.7 27 73.0 23 85.2 38 97.4 153 86.0

1 2.8 0 0.0 3 8.1 2 7.4 0 0.0 6 3.4

3 8.3 2 5.3 2 5.4 0 0.0 0 0.0 7 3.9

119 100.0 131 100.0 100 100.0 102 100.0 152 100.0 609 100.0

9 7.6 16 12.2 14 14.0 7 6.9 16 10.5 62 10.2

5 4.2 6 4.6 2 2.0 3 2.9 25 16.4 41 6.7

2 1.7 1 0.8 0 0.0 3 2.9 1 0.7 7 1.1

78 65.5 84 64.1 59 59.0 66 64.7 62 40.8 354 58.1

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑥
「産科医療関係者の皆様
へメトロイリンテル使用フ
ローチャート」（ポスター）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑤

「産科医療関係者の皆様
へ分娩誘発・促進時のイ
ンフォームドコンセントに
ついて」（リーフレット）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

④
「妊産婦の皆様へイン
フォームドコンセントにつ
いて」（リーフレット）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

③

「産科医療関係者の皆様
へ出生後早期の新生児
管理について」（リーフレッ
ト）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

3



病院 診療所

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

総数
（※３）

助産所産科責任者・
院長

師長
産科責任者・

院長
師長

問 設問 選択肢

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

42 25.5 40 22.1 41 25.6 27 19.1 76 34.9 228 26.1

113 68.5 130 71.8 97 60.6 103 73.0 120 55.0 567 64.9

42 100.0 40 100.0 41 100.0 27 100.0 76 100.0 228 100.0

34 81.0 38 95.0 32 78.0 25 92.6 75 98.7 206 90.4

3 7.1 0 0.0 1 2.4 1 3.7 0 0.0 5 2.2

3 7.1 2 5.0 2 4.9 0 0.0 1 1.3 8 3.5

113 100.0 130 100.0 97 100.0 103 100.0 120 100.0 567 100.0

8 7.1 12 9.2 10 10.3 8 7.8 11 9.2 49 8.6

4 3.5 5 3.8 2 2.1 2 1.9 18 15.0 31 5.5

2 1.8 2 1.5 0 0.0 3 2.9 1 0.8 8 1.4

74 65.5 86 66.2 60 61.9 69 67.0 58 48.3 351 61.9

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

54 32.7 75 41.4 60 37.5 47 33.3 158 72.5 397 45.5

100 60.6 98 54.1 78 48.8 84 59.6 50 22.9 413 47.3

54 100.0 75 100.0 60 100.0 47 100.0 158 100.0 397 100.0

44 81.5 68 90.7 53 88.3 44 93.6 153 96.8 365 91.9

3 5.6 3 4.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 1.5

4 7.4 2 2.7 3 5.0 0 0.0 2 1.3 11 2.8

100 100.0 98 100.0 78 100.0 84 100.0 50 100.0 413 100.0

9 9.0 12 12.2 12 15.4 10 11.9 2 4.0 45 10.9

5 5.0 4 4.1 5 6.4 1 1.2 6 12.0 21 5.1

1 1.0 2 2.0 0 0.0 2 2.4 3 6.0 8 1.9

66 66.0 61 62.2 35 44.9 52 61.9 27 54.0 244 59.1

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

98 59.4 110 60.8 98 61.3 91 64.5 167 76.6 568 65.1

60 36.4 62 34.3 40 25.0 41 29.1 36 16.5 241 27.6

98 100.0 110 100.0 98 100.0 91 100.0 167 100.0 568 100.0

86 87.8 99 90.0 83 84.7 91 100.0 162 97.0 525 92.4

2 2.0 3 2.7 3 3.1 0 0.0 2 1.2 10 1.8

4 4.1 6 5.5 7 7.1 0 0.0 2 1.2 19 3.3

60 100.0 62 100.0 40 100.0 41 100.0 36 100.0 241 100.0

9 15.0 10 16.1 8 20.0 7 17.1 6 16.7 40 16.6

5 8.3 5 8.1 1 2.5 2 4.9 2 5.6 15 6.2

1 1.7 1 1.6 0 0.0 2 4.9 0 0.0 4 1.7

37 61.7 35 56.5 16 40.0 19 46.3 21 58.3 130 53.9

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

48 29.1 60 33.1 65 40.6 52 36.9 136 62.4 364 41.7

106 64.2 109 60.2 73 45.6 77 54.6 69 31.7 437 50.1

48 100.0 60 100.0 65 100.0 52 100.0 136 100.0 364 100.0

42 87.5 54 90.0 53 81.5 48 92.3 128 94.1 328 90.1

1 2.1 2 3.3 3 4.6 0 0.0 1 0.7 7 1.9

3 6.3 2 3.3 4 6.2 0 0.0 5 3.7 14 3.8

106 100.0 109 100.0 73 100.0 77 100.0 69 100.0 437 100.0

8 7.5 8 7.3 9 12.3 5 6.5 7 10.1 37 8.5

3 2.8 3 2.8 1 1.4 1 1.3 4 5.8 12 2.7

1 0.9 2 1.8 2 2.7 2 2.6 2 2.9 9 2.1

75 70.8 77 70.6 37 50.7 55 71.4 48 69.6 294 67.3

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑩-1

「産科医療関係者の皆様
へ遅発一過性徐脈と変動
一過性徐脈の鑑別」（Ａ4
版リーフレット）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑨
「脳性麻痺事例の胎児心
拍数陣痛図」（A3版教材）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑧

「妊産婦の皆様へ常位胎
盤早期剥離ってなに？」
（リーフレットおよびポス
ター）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑦
「産科医療関係者の皆様
へ人工破膜実施フロー
チャート」（ポスター）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

4



病院 診療所

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

総数
（※３）

助産所産科責任者・
院長

師長
産科責任者・

院長
師長

問 設問 選択肢

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

46 27.9 48 26.5 61 38.1 51 36.2 114 52.3 322 36.9

110 66.7 121 66.9 78 48.8 77 54.6 90 41.3 480 55.0

46 100.0 48 100.0 61 100.0 51 100.0 114 100.0 322 100.0

37 80.4 42 87.5 53 86.9 49 96.1 107 93.9 290 90.1

3 6.5 2 4.2 2 3.3 0 0.0 1 0.9 8 2.5

2 4.3 3 6.3 3 4.9 0 0.0 4 3.5 12 3.7

110 100.0 121 100.0 78 100.0 77 100.0 90 100.0 480 100.0

5 4.5 9 7.4 9 11.5 6 7.8 6 6.7 35 7.3

3 2.7 3 2.5 3 3.8 2 2.6 6 6.7 17 3.5

1 0.9 1 0.8 1 1.3 2 2.6 0 0.0 5 1.0

83 75.5 89 73.6 41 52.6 54 70.1 63 70.0 333 69.4

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

40 24.2 41 22.7 57 35.6 51 36.2 113 51.8 306 35.1

114 69.1 127 70.2 79 49.4 77 54.6 87 39.9 486 55.7

40 100.0 41 100.0 57 100.0 51 100.0 113 100.0 306 100.0

35 87.5 34 82.9 50 87.7 49 96.1 108 95.6 280 91.5

1 2.5 2 4.9 1 1.8 0 0.0 1 0.9 5 1.6

2 5.0 3 7.3 2 3.5 0 0.0 3 2.7 10 3.3

114 100.0 127 100.0 79 100.0 77 100.0 87 100.0 486 100.0

7 6.1 10 7.9 9 11.4 4 5.2 6 6.9 36 7.4

3 2.6 4 3.1 1 1.3 2 2.6 4 4.6 14 2.9

1 0.9 2 1.6 0 0.0 2 2.6 0 0.0 5 1.0

83 72.8 91 71.7 44 55.7 53 68.8 63 72.4 336 69.1

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

27 16.4 40 22.1 34 21.3 31 22.0 126 57.8 259 29.7

126 76.4 132 72.9 99 61.9 97 68.8 80 36.7 539 61.7

27 100.0 40 100.0 34 100.0 31 100.0 126 100.0 259 100.0

24 88.9 38 95.0 28 82.4 28 90.3 121 96.0 240 92.7

0 0.0 0 0.0 1 2.9 1 3.2 0 0.0 2 0.8

2 7.4 1 2.5 2 5.9 0 0.0 2 1.6 7 2.7

126 100.0 132 100.0 99 100.0 97 100.0 80 100.0 539 100.0

9 7.1 8 6.1 14 14.1 9 9.3 7 8.8 48 8.9

5 4.0 6 4.5 7 7.1 3 3.1 3 3.8 24 4.5

2 1.6 2 1.5 0 0.0 2 2.1 2 2.5 8 1.5

86 68.3 94 71.2 51 51.5 64 66.0 54 67.5 354 65.7

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

36 21.8 31 17.1 32 20.0 38 27.0 77 35.3 216 24.7

119 72.1 138 76.2 102 63.8 91 64.5 117 53.7 571 65.4

36 100.0 31 100.0 32 100.0 38 100.0 77 100.0 216 100.0

32 88.9 29 93.5 28 87.5 36 94.7 71 92.2 198 91.7

1 2.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 2.6 3 1.4

1 2.8 0 0.0 2 6.3 1 2.6 2 2.6 6 2.8

119 100.0 138 100.0 102 100.0 91 100.0 117 100.0 571 100.0

8 6.7 9 6.5 13 12.7 8 8.8 11 9.4 50 8.8

3 2.5 6 4.3 3 2.9 5 5.5 14 12.0 31 5.4

1 0.8 1 0.7 1 1.0 2 2.2 1 0.9 6 1.1

84 70.6 99 71.7 58 56.9 59 64.8 71 60.7 374 65.5

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑬
「リーフレット・ポスター
アーカイブ集（第1回～第
10回）」

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑫

「保護者の皆様へいつも
と違ってなんとなく元気が
ないと感じたら～退院後
の赤ちゃんについて～」
（リーフレット）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑪

「産科医療関係者の皆様
へ胎児心拍数陣痛図につ
いて（母体の呼吸・循環不
全）」（リーフレット）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子

③紙と電子の両方

「なし」の場合の理由
（複数回答可）

該当者数

利用する時間・余力がない

利用方法が分からない

量や文字が多い、文字が細か
い

存在を知らなかった

⑩-2

「産科医療関係者の皆様
へ遅発一過性徐脈と変動
一過性徐脈の鑑別」（Ａ3
版リーフレット）

利用の有無

総数

あり

なし

「あり」の場合の利用媒
体

該当者数

①紙

②電子
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病院 診療所

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

総数
（※３）

助産所産科責任者・
院長

師長
産科責任者・

院長
師長

問 設問 選択肢

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

37 22.4 31 17.1 37 23.1 20 14.2 34 15.6 161 18.4

79 47.9 85 47.0 74 46.3 65 46.1 118 54.1 422 48.3

28 17.0 32 17.7 22 13.8 36 25.5 39 17.9 159 18.2

15 9.1 19 10.5 14 8.8 12 8.5 10 4.6 70 8.0

116 100.0 116 100.0 111 100.0 85 100.0 152 100.0 583 100.0

96 82.8 100 86.2 102 91.9 73 85.9 139 91.4 513 88.0

88 75.9 76 65.5 85 76.6 54 63.5 - - 303 52.0

68 58.6 52 44.8 76 68.5 38 44.7 22 14.5 258 44.3

37 31.9 27 23.3 44 39.6 21 24.7 62 40.8 193 33.1

48 41.4 54 46.6 57 51.4 33 38.8 85 55.9 280 48.0

38 32.8 32 27.6 43 38.7 23 27.1 50 32.9 188 32.2

77 66.4 81 69.8 76 68.5 52 61.2 103 67.8 391 67.1

52 44.8 58 50.0 62 55.9 36 42.4 109 71.7 320 54.9

29 25.0 29 25.0 35 31.5 14 16.5 33 21.7 141 24.2

24 20.7 35 30.2 26 23.4 22 25.9 66 43.4 175 30.0

43 100.0 51 100.0 36 100.0 48 100.0 49 100.0 229 100.0

これまで取り組まれていない理由 35 81.4 36 70.6 26 72.2 32 66.7 39 79.6 170 74.2

3-3

3-1で「③まだ取り組んでいないが、これから取り組む予定
である」、「④取り組む予定はない」回答者への設問

該当者数

1

記入ありの件数

＜主な記入内容＞
〇時間的に余裕がなかった。
〇分娩を取りやめた。
〇当病棟に配属されてから6ヵ月経つが再発防止委員会からの発行物を見たことがない。どこから取り寄せるかも知らない。引き継ぎはなかった。
〇現在までのところ、その必要性に迫られていない。
〇参考程度で、積極的に取り組んでいない。ガイドラインや、他の書物等を従来より利用している。

臍帯因子について（臍帯脱出
等）

新生児蘇生について

出生後の新生児管理につい
て

その他（子宮破裂、子宮内感
染、早産、多胎、母児間輸血
症候群、診療録等の記載、搬
送体制、等）

2

これまで取り組まれた結果、ご自身の行動や院内
（病棟）の状況に変化

記入ありの件数

＜主な記入内容＞
〇対応をマニュアル化し有事後の対応や予定することができるため安心感ができた。
〇観察、判断すべき点の確認や振返りの参考となった。
〇胎児心拍陣痛図については定期的に勉強会・講習会を行っている。新生児蘇生のフォローアップコースを適宜行っている。
〇院内シミュレーションを行うことが増えた。職員間での危機管理（対応）意識が高まった。
〇再発防止委員会からの提言に沿う事で、統一された治療を院内で共有、実行しやすくなった。

3-2

3-1で「①すでにほとんど取り組んでいる」、「②すでに一部
取り組んでいる」回答者への設問

該当者数

1
 具体的に取り組まれた内容
（複数回答可）

胎児心拍数聴取について、胎
児心拍数陣痛図の判読につ
いて

子宮収縮薬について ＊病院・
診療所のみご回答

吸引分娩・子宮底圧迫法につ
いて

遷延分娩について

常位胎盤早期剥離について

　3　再発防止委員会からの提言について

3-1
「再発防止に関する報告書」やその他の発行物に掲載され
ている産科や小児科医療関係者に対する提言に取り組ま
れましたか。

総数

①すでにほとんど取り組んで
いる

②すでに一部取り組んでいる

③まだ取り組んでいないが、
これから取り組む予定である

④取り組む予定はない
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病院 診療所

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

総数
（※３）

助産所産科責任者・
院長

師長
産科責任者・

院長
師長

問 設問 選択肢

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 - - 647 100.0

10 6.1 16 8.8 20 12.5 20 14.2 - - 66 10.2

95 57.6 88 48.6 67 41.9 64 45.4 - - 314 48.5

6 3.6 6 3.3 12 7.5 11 7.8 - - 35 5.4

49 29.7 61 33.7 48 30.0 36 25.5 - - 194 30.0

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

20 12.1 19 10.5 21 13.1 17 12.1 13 6.0 90 10.3

47 28.5 66 36.5 38 23.8 45 31.9 62 28.4 261 29.9

94 57.0 90 49.7 89 55.6 68 48.2 89 40.8 432 49.5

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

11 6.7 10 5.5 14 8.8 2 1.4 4 1.8 41 4.7

38 23.0 39 21.5 29 18.1 30 21.3 42 19.3 180 20.6

112 67.9 126 69.6 105 65.6 95 67.4 118 54.1 559 64.0

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

50 30.3 68 37.6 63 39.4 74 52.5 97 44.5 354 40.5

51 30.9 25 13.8 23 14.4 9 6.4 35 16.1 143 16.4

60 36.4 84 46.4 59 36.9 46 32.6 74 33.9 327 37.5

165 100.0 181 100.0 160 100.0 141 100.0 218 100.0 873 100.0

18 10.9 12 6.6 10 6.3 12 8.5 30 13.8 83 9.5

4-5

その他、ご意見・ご要望

総数

記入ありの件数

＜主な記入内容＞
〇胎児心拍数陣痛図や事例紹介など、とても役立っている。
〇参考になる事例があれば勉強になるので紹介して頂きたい。
〇今回のアンケ―トにより今まで知らなかったリーフレットの存在を知る事ができてよかった。
〇今回のアンケートで産科医療補償制度のホームページを見てみようと思った。
〇産科医療補償制度があることで、気持ち的にも楽である。それに携わっている方々は大変だと思うが、今後ともよろしくお願いしたい。再発防止に関する報告書も出来るだけ参考にさせて頂く。

（※４）無回答や施設種別不明があるため、各回答の合計や全施設の合計が総数と一致しないものがある。

4-4
今後またアンケートへのご協力をお願いさせていただいた
場合に、アンケートの形式は「紙」と「Web」のどちらが回答
しやすいですか。

総数

①紙

②WEB

③どちらでも良い

4-3
産科医療補償制度のホームページに「再発防止に関する
報告書」のパワーポイント版を掲載していることはご存知で
すか。

総数

①知っており利用したことがあ
る

②知っているが利用したこと
はない

③知らなかった

4-2
「再発防止に関する報告書」および各リーフレット・ポスター
等が産科医療補償制度のホームページに掲載されている
ことはご存知ですか。

総数

①知っており利用したことがあ
る

②知っているが利用したこと
はない

③知らなかった

　4　その他

4-1

分娩機関種別が「病院」「診療所」の方にお伺いします。本
制度で作成した「分娩誘発・促進（子宮収縮薬使用）につ
いてのご本人とご家族への説明書・同意書（例）」をご存知
ですか。 ＊病院・診療所のみご回答

総数

①知っており利用したことがあ
る

②知っているが他の雛形を使
用しているため利用したこと
がない

③知っているが②以外の理由
で利用したことがない

④知らなかった
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  2026年度の再発防止に関する発行物の周知活動（案）について 

○ 2025 年度は、これまでの周知活動に加え、助産師・看護師を主な対象として発行物

の認知度や利用状況についてアンケートを実施した。

○ また、2025年度の委員会では、2026年度に産科・小児科医療の臨床現場に従事する

医師を対象としたアンケートを実施することについて承認いただいた。

○ 2025 年度のアンケート結果等を踏まえた 2026 年度の周知活動案についてご審議い

ただきたい。

1. 2025年度から継続した周知活動

1) 雑誌掲載

○ 看護系雑誌である日本看護協会出版会発行の「看護（9月号）」および日本助産

師会出版発行の「助産師(8月号、11月号、2027年 2月号)」に寄稿する。

【予定掲載内容】 

第 16回再発防止報告書の紹介、脳性麻痺事例の胎児心拍数陣痛図紹介集の概

要と具体的利用例、2025年度に実施した助産師および看護師向けアンケート

結果等。 

※すでに「助産師（5月号）」にて産科医療補償制度の概要、再発防止委員会、再

発防止に関する発行物に関する記事を掲載している（別紙）。

2) 学術集会等

○ 現地会場にて参加者に再発防止に関する発行物の配布およびアンケートを実

施する。

【実施予定の関係学会・団体】 

○ なお、すでに開催された第 78回日本産科婦人科学会学術講演会（5月 15日～

5 月 17 日）と第 82 回日本助産師学会（5 月 16 日）においては、2025 年度か

ら継続した周知活動やアンケートを実施した。

No 学術集会名（開催日） 

1 第 64回日本分娩監視研究会（6月 27日） 

2 第 62回日本周産期・新生児医学会学術集会（7月 12日～7月 14日） 

3 第 40回日本助産学会学術集会（9月 5日～9月 6日） 

4 第 67回日本母性衛生学会学術集会（10月 9日～10月 10日） 

5 第 52回日本産婦人科医会学術集会（10月 10日～10月 11日） 

6 第 65回日本分娩監視研究会（10 月 24日） 

7 第 70回日本新生児成育医学会・学術集会（11月 20日～11月 22日） 

 資料7
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資料 7-参考 1 チラシ「2026年度再発防止に関するアンケート」

2. 2025年度のアンケート結果を踏まえた周知活動

1)バナー掲載

○ 産科・小児科医療の臨床現場に従事する助産師・看護師を対象とした周知のた

め、関係学会・団体等のホームページへ再発防止報告書を案内するバナー掲載

を依頼する予定である。

【依頼予定の学会等】 

日本助産学会、日本分娩監視研究会、日本母性衛生学会、日本新生児看護学会 

2)再発防止に関する発行物の周知

○ 2025年度のアンケート結果を踏まえ、7月頃を目途にホームページの利便性向

上を目的としたホームページ改訂を行う。

○ 2025 年度のアンケート結果において、再発防止報告書について「利用したこ

とがない」と回答した理由をみると「存在を知らなかった」のほかに「利用方

法が分からない」という回答が多かったため、再発防止に関する発行物の利用

方法を解説するツールの提供など、より効果的な周知方法を検討する。

3)今後のスケジュール（案）

No 日程目安  再発防止委員会  事務局 

1 
第107回委員会 

（本日） 

・2026年度の周知活動についてご

審議 

前回委員会以降の周知活動およびア

ンケート実施報告 

2 第107回委員会以降 ― 周知活動およびアンケート実施 

3 
第 108回委員会（臨時） 

（7月頃) 
― ― 

4 第108回委員会以降 ― 周知活動およびアンケート実施 

5 
第109回委員会 

（9月頃） 
― 周知活動およびアンケート実施報告 

6 第109回委員会以降 ― 
・周知活動およびアンケート実施

・アンケート結果集計

7 
第110回委員会 

（11月頃） 
― 周知活動およびアンケート実施報告 

8 第110回委員会以降 ― 
・周知活動およびアンケート実施

・アンケート結果集計

9 
第111回委員会 

(2027年 1月頃) 

・2026年度のアンケートの中間集計結

果のご確認 
周知活動およびアンケート実施報告 

10 第111回委員会以降 ― 
2025 年度に実施した助産師・看護師

向けアンケート結果との統合 
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No 日程目安  再発防止委員会  事務局 

11 第112回委員会 

・2025年度、2026年度に実施したアン

ケート結果のご確認 

・2027年度の周知活動についてご審議 

前回委員会以降の周知活動報告 

3．その他 

○ 再発防止報告書の発送に関して、これまで本制度加入分娩機関のうち施設種

別が病院である分娩機関には、病院長・産科部長・産科の師長に各 1冊ずつ

送付していた。2025年度に実施したアンケート結果や周知活動を行う中で、

「現場に再発防止報告書が届かない」とのご意見が多くあったため、3月に

発行した第 16回再発防止報告書より産科病棟に再発防止報告書を 2冊送付す

る運用とした。こちらの運用に関する評価を行う。

○ 再発防止に関する発行物について、産科・小児科医療関係者等の利便性向上を

図るために資料請求フォームを作成した。4月中旬より本制度のホームページ

に URL および二次元コードを掲載し、運用を開始した（https://www15.webca

s.net/form/pub/sanka/saihatsu_seikyu）。今年度の周知活動の際に積極的に

アナウンスを行っていく。

資料 7-参考 2 再発防止に関する発行物請求フォーム「再発防止に関する報告

書・ポスター・リーフレット等のお取寄せ」 

以上 

https://www15.webcas.net/form/pub/sanka/saihatsu_seikyu
https://www15.webcas.net/form/pub/sanka/saihatsu_seikyu


産科医療補償制

産科医療補償制度の概要と再発防止の取組み

はじめに

　

産科医療補償制度（以下「本制度」） は， 今年で創設から１８年目を迎え， 補償対象の認定数は２０２６年２月時点

で４，７８３件となりました。 ここで， 本誌の読者である皆様にはぜひ今一度， 本制度や再発防止の取組みについ

て知っていただきたいと考えております。

　

本誌では全４回に分けて， 本制度の概要のほか，２０２６年３月に発行した第１６回再発防止に関する報告書のご紹

介や， これまで発行した再発防止に関する報告書の分析対象事例のうち， 特に教訓になると考える１３事例の胎

児心拍数陣痛図を掲載した「脳性麻庫事例の胎児心拍数陣痛図紹介集」からの事例紹介を行い， 皆様の日々の

業務にご活用いただけるような情報を発信してまいります。初回となる今回は， 本制度の概要と再発防止の取
組みについてご紹介いたします。

第１章

　

産科医療補償制度の概要

１．目的・経緯

本制度は産科医不足の改善や産科医療提供体制の確保を背景に， より安心して産科医療を受けられる環境整

備の一環として， 以下の目的で創設されました。

分娩に関連して発症した重度脳性麻庫児とその家族の経済的負担を速やかに補償する。
脳性麻痩発症の原因分析を行い， 同じような事例の再発防止に資する情報を提供する。
これらにより， 紛争の防止・早期解決および産科医療の質の向上を図る。

分娩時の医療事故では， 過失の有無の判断が困難な場合が多く， 裁判で争われる傾向があり， このような紛
争が多いことが産科医不足の理由の一つであるとされ， また産科医不足の改善や産科医療提供体制の確保が，
わが国の医療における優先度の高い重要な課題とされていました。このため， 産科医療関係者等により無過失

補償制度の創設が研究， 議論され，２００６年１１月に与党「医療紛争処理のあり方検討会」によって取りまとめら
れた「産科医療における無過失補償制度の枠組みについて」において， 安心して産科医療を受けられる環境整

備の一環として， 無過失補償制度の創設が示されました。この枠組みを受けて，２００７年２月に財団法人日本医
療機能評価機構 （当時） に「産科医療補償制度運営組織準備委員会」 が設置され， 制度の創設に向けた調査，
制度設計等の検討が行われ，２００８年１月に「産科医療補償制度運営組織準備委員会報告書」が取りまとめられ
ました。その後， 国や関係団体の支援， および創設のための準備を経て，２００９年１月に「産科医療補償制度」
が創設されました（表１）。現在はほとんどの分娩機関に加入していただくなど（表２）， 多くの関係者や社会の
ご理解によって支えられています。

表１ 制度創設の経緯

与党「医療紛争処理のあり方検討会」において「産科医療における無過失補償制度の枠組みについて」 が示さ
れる。

財団法人日本医療機能評価機構（当時）に「産科医療補償制度運営組織準備委員会」が設置される。
「産科医療補償制度運営組織準備委員会報告書」が取りまとめられる。
「産科医療補償制度」 が創設される。

日本医療機能評価機構． 制度創設の経緯． 日本医療機能評価機構．
（０ｎｌｉｎｅ），ａｖａｉｌａｂｌｅｆｒｏｍ

　

ｔｔＰ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｋａ‐ｈＰ．ｉｃｑｈｃ．ｏｒ．ｉ ｏｕｔｌｉｎｅ／ＰＵｒＰｏｓｅ．ｈｔｍｌ〉， （ａｃｃｅｓｓｅｄ２０２６－２）・

表２ 制度加入状況

病院・診療所 ２，５３６

　　　　

戸

　　　　

２，５３５

　　　

１

　　　

１００

助産所 ４７７

　　　　

１

　　　　

４７７

　　　　

１

　　　　

，ｏｏ

合計 ３，０１３

　　　　　

１

　　　　　

３，０１２

　　　　　

１

　　　　　

１００

日本医療機能評価機構．制度加入状況，日本医療機能評価機構．
（ｏｎ－ｉｎｅ）， ａｖａｉｌａｂｌｅｆｒｏｍ 〈ｈｔｔｐ；／／ｗｗｗ．ｓａｎｋａ‐ｈｐｊｃｑｈｃ，ｏｒ，ｉｐ／ｓｅａｒｃｈ／ｋａｎｙＵｉｏｋｙｏ．ｐｈｐ）， （ａｃｃｅｓｓｅｄ２０２６‐２））

　

本制度は， 早期に創設するために限られたデータをもとに設計されたことなどから，「産科医療補償制度運

営組織準備委員会報告書」において「遅くとも５年後を目処に， 本制度の内容について検証し， 補償対象者の

範囲， 補償水準， 保険料の変更， 組織体制等について適宜必要な見直しを行う」こととされていました。この

ため，２０１２年２月より， 原因分析や調整のあり方等の課題から順次見直しの議論が行われ，２０１４年１月にそれら

の課題に関する制度の改定を実施しました。また， 補償対象となる脳性麻庫の基準， 補償水準， 掛金の水準，
剰余金の使途等についても見直しの議論が行われ， これらについては２０１５年１月に制度の改定を実施しました。
その後，２０２０年９月より， 制度の連用方法， 補償対象者数の推計， 保険料の水準， 掛金， 補償対象基準， 財源

のあり方， 補償水準等について検証・検討および見直しの議論が行われ， 補償対象基準および掛金等について

２０２２年１月に制度の改定を実施しました （表３）。

表３

　

制度改定の内容

原因分析のあり方，本制度の補償金と損害賠償金との調整のあり方， 紛争の防止・早期解決に向け

補償対象となる脳性麻樟の基準， 掛金等

補償対象となる脳性麻庫の基準， 掛金等

日本医療機能評価機構産科医療補償制度再発防止委員会編． 第１６回産科医療補償制度再発防止に関する報告書より一部改編，
日本医療機能評価機構，Ｐ９，２０２６．

２．制度の仕組み

　

本制度は， 分娩機関と児・妊産婦との間で取り交わした標準補償約款に基づいて， 当該分娩機関から当該児

に補償金を支払う仕組みです。分娩機関は， 補償金を支払うことによって被る損害を担保するために， 運営組

織である日本医療機能評価機構 （以下「当機構」） が契約者となる損害保険に加入します。なお， 本制度の掛

金は分娩機関が支払いますが， 加入分娩機関における分娩（在胎週数２２週以降の分娩に限る） には， 保険者か

ら支給される出産育児一時金等に掛金相当額が加算されます。
１）補償対象

補償対象となるのは，２００９年１月１日以降に本制度の加入分娩機関で出生した児で， 次の基準をすべて満たす

場合です。 なお，２０１５年１月および２０２２年１月の制度改定により， 児の出生年によって補償対象基準が異なって

います（表４）。

等

５４産科医療補償制度 Ｖｄ，８０Ｎｏ，２２０２６，５，ｆ 助産師５５

 別紙



表４

　

補償対象と認定される３つの基準注）

【２００９年１月１日から２０１４年１２月３１日までに出生した児の場合】
（１） 出生体重２，０００ｇ以上かつ在胎週数３３週以上， または在胎週数２８週以上で所定の要件
（２）先天性や新生児期の要因によらない脳性麻痩
（３）身体障害者障害程度等級１級または２級相当の脳性麻痩

【２０１５年１月１日から２０２１年１２月３１日までに出生した児の場合】
（１）出生体重１，４００ｇ以上かつ在胎週数３２週以上， または在胎週数２８週以上で所定の要件
（２）先天性や新生児期の要因によらない脳性麻痩
（３）身体障害者障害程度等級１級または２級相当の脳性麻療

【２０２２年１月１日以降に出生した児の場合】
（１）在胎週数２８週以上
（２）先天性や新生児期の要因によらない脳性麻庫
（３）身体障害者障害程度等級１級または２級相当の脳性麻痩
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６） 再発防止

原因分析された個々の事例情報を体系的に整理・蓄積し， 再発防止委員会において， 集積され
た複数の事例

の分析から見えてきた再発防止策等を提言した再発防止に関する報告書などを取りまとめます。

第２章

　

再発防止委員会

１．再発防止委員会の目的

本制度の再発防止に関する事項を審議する再発防止委員会についてご紹介いたします。再発防止委員会の目

的は， 再発防止の取組みとして， 個々の事例情報を体系的に
整理・蓄積し， 複数の事例の分析から見えてきた

知見等による再発防止策等を提言した再発防止に関する報告書などを取りまとめ， これらの情報を国民や分娩

機関， 関係学会・団体， 行政機関等に提供することに
より， 同じような事例の再発防止および産科医療の質の

向上を図ることです （図１）。

図１

　

再発防止に関する分析の流れ（イメージ図）

日本医療機能評価機構産科医療補償制度再発防止委員会編．第１６回産科医療補償制度再発防止に関する報告書， 日本医療機能

評価機構，Ｐ１４，２０２６．

２．再発防止委員会の活動内容

　

再発防止委員会は， 各専門分野に精通する産科医， 小目科医（新
生児科医を含む）， 有識者等により構成さ

れ， 主に再発防止に関する報告書における「テーマに沿っ
た分析」や，「産科医療の質の向上への取組みの動向」

等の内容について審議を行い， 取りまとめを行っています。あわせて， これ
らの内容を広く周知するための発

行物の内容や活動方針など， 再発防止に向けた取組みの方向性についても審議し，
産科医療の質の向上に資す

る活動を行っています。
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第３章

　

再発防止に関する発行物

１．再発防止に関する報告書

　

再発防止に関する報告書とは， 本制度の補償対象事例について医学的な観点から原因分析され
た個々の情報

を整理．蓄積し， 基礎統計として「分析対象事例の概況」
を示すとともに， 再発防止の観点から深く分析する

ことが必要な事項について「テーマに沿った分析」を行い， 複数の事例の分析から見えてきた知見等に
よる再

発防止策等を提言し， 取りまとめた報告書です。今回は「テーマに
沿った分析」と「産科医療の質の向上への

取組みの動向」 についてご紹介いたします。

１） テーマに沿った分析

　

「テーマに沿った分析」では， 集積された複数の事例から見えてきた知見等を中心に， 深く分析
することが

注） 所定の要件等の詳細については， 産科医療補償制度のホームページに掲載しています （「補償の仕組み」ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｋ丑

　

ｈｐ．ｉｃｑｈｃ．ｏｒ．ｉｐ／ｏｕｔｌｉｎｅ／ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ．ｈｔｍｌ）。
日本医療機能評価機構産科医療補償制度再発防止委員会編． 第１６回産科医療補償制度再発防止に関する報告書より一部改編， 日
本医療機能評価機構， ＰＩ０，２０２６．

２）補償申請期間と申請者

　

補償請求者（保護者） が分娩機関に対して補償申請を行うことができる期間は児の満１歳の誕生日から満５歳

の誕生日までです。ただし， 極めて重症であって， 医師が診断可能と判断する場合は， 生後６か月から可能です。
補償申請を行うことができる人は，

～｛脳性麻庫の児の保護者 （親権者または未成年後見人であって， 児を現に監

護している方） です。

３）補償金額

　

補償対象として認定されると， 看護・介護を行うための基盤整備の資金として準備一時金６００万円と， 看護・

介護費用として毎年定期的に給付する補償分割金総額２，４００万円（年間１２０万円を２０回） の合計３，０００万円が， 児

の生存ｏ死亡を問わず補償金として支払われます （表５）。

表５

　

補償内容

　　　　

準備一時金 （看護・介護を行うための基盤整備のための資金）

　　　　　　　　　　　　　

６００万円

　　　　　

補償分割金（看護．介護費用として毎年定期的に支給）
総額２，４００万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（毎年１２０万円を２０回）

日本医療機能評価機構． 補償の仕組み．日本医療機能評価機構．
（ｏｎｌｉｎｅ）， ａｖａｉ－ａｂｌｅｆｒｏｍ くｈｔｔＰ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｋａ‐ｈＰＪｃｑｈｃ．ｏｒ．ｊ ｏｕｔーｉｎｅ／ＣｏｍＰｅｎｓａｔｉｏｎ．ｈｔｍ－〉，（ａｃｃｅｓｓｅｄ２０２６－２））

４） 審査

　

補償対象の可否は， 運営組織である当機構が一元的に審査しております。具体的には， 医学的専門知識を有

する小児科医， 産科医等による書類審査の結果を受けて， 小児科医， リハビリテーション科医， 産科医， 学識

経験者から構成される審査委員会において審査し， それに基づき当機構が補償対象の認定を行っております。

５）原因分析

　

補償対象と認定されると， 原因分析委員会ｏ原因分析委員会部会が， 分娩機関等から提出された診療録．助

産録， 検査データ， 診療体制等に関する情報および児・保護者からの情報等に基づいて医学的観点から原因分

析を行います。この分析を受けて， 脳性麻陣発症の原因， 臨床経過に関する医学的評価， 今後の産科医療の質

の向上のために検討すべき事項などについて取りまとめた原因分析報告書を児・保護者および分娩機関へ送付

します。また， 本制度の透明性を高めることと， 再発防止や産科医療の質の向上を図ることを目的として， 原

因分析報告書の要約版を公表しています。

こぎ原因分析委員会キラ

〈個々の事例の分析〉

医学的な観点による

－をき再発防塵霧員豊三ｒ
〈集積された事例の分析〉

複数の事例の分析から

見えてきた知見等による

・再発防止に関する報告書
・再発防止委員会からの提言
（リーフレットｏポスター）等
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必要な事項について， テーマを選定し， そのテーマに沿って分析を行うことにより再発防止策等を取りまとめ

ています。 第１回から第１６回までの分析テーマは下記のとおりです （表６）。

表６

　

再発防止に関する報告書における分析テーマ注１｝・注２）

第１回
（２０１１年）

分娩中の胎児心拍数聴取について

新生児蘇生について

子宮収縮薬について

謄帯脱出について

　
　
芽

　　
書、
　
　

２）産科医療の質の向上への取組みの動向

　

「産科医療の質の向上への取組みの動向」では，「テーマに沿った分析」での産科・小児科医療関係者に対す

る提言が産科医療の質の向上に活かされているかなどについて動向を把握するため， 妊娠・分娩管理や新生児

管理の観点および産科医療の質と安全の向上の観点から， 医師や看護スタッフ等の産科・小児科医療関係者が

共に取り組むことが重要であると考えたテーマとして， 子宮収縮薬， 新生児蘇生， 胎児心拍数聴取， 診療録等

の記載を選定し， 各テーマの対象事例における出生年別の集計を行っています。最新の第１６回再発防止に関す

る報告書では， これまでの分析内容やガイドラインの変遷を踏まえ一部のテーマの集計項目を変更したほか，
より長期的に年次推移を把握することができるようグラフの形式を変更しました。なお， 第１６回再発防止に関

する報告書の詳しい内容については， 本誌８月号にてご紹介する予定です。

下記のＵＲＬまたは二次元コードよりご請求ください。　　　　　　　　　　　（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ１５．ｗｅｂｃａｓ．ｎｅｔ／ｆｏｒｍ／ｐｕｂ／ｓａｎｋ ｓａｉｈａｔｓｕ－ｓｅ
ｉｋｙｕ）

２．脳性麻痩事例の胎児心拍数陣痛図紹介集

　

２０２４年に発行した第１４回再発防止に関する報告書の別冊として， 原則として「テーマに沿った分析」で紹介

した分析対象事例の胎児心拍数陣痛図事例を取りまとめた事例紹介集です。２０２１年に実施いたしました再発防

止に関するアンケートにおいて， これまで発行した再発防止に関する報告書の「産科・小児科医療関係者に対

する提言」で， 具体的に取り組まれた内容として最も多かったのが，「胎児心拍数聴取について， 胎児心拍数

陣痛図の判読について」 でした。 また， 今後 「テーマに沿った分析」 で取り上げて欲しいテーマとして，「胎

児心拍数陣痛図」を希望するご意見が多くありました。このため， 補償対象事例の胎児ノＣ・拍数陣痛図および分

娩前後の経過を紹介することは， 産科・小児科医療関係者にとってニーズが高いと考え， 産科医療の質の向上

を図るために， 実用性のある教育媒体となるような胎児心拍数陣痛図の紹介集を作成いたしました。

　

本書内には１３事例を掲載しており， 実際の胎児心拍数陣痛図とあわせて， 事例の概要や判読所見等を記載し

ています。実際に手に取られた方からは，「セミナーや院内勉強会などで活用しており， 分かりやすく大変勉

強になった」，「冊子が開きやすく， 見開きで印刷して使用した」といった声を多く伺っております。

３．リーフレット・ポスター等

　

再発防止委員会では， 国民や産科・小児科医療関係者および行政機関等， 広く社会に対して情報提供を行う

ため， 再発防止に関する報告書や再発防止委員会からの提言を取りまとめたリーフレットやポスター等を公表

し， 分娩機関， 関係学会・団体， 行政機関等に配付するとともにこれらを本制度のホーム
ページへの掲載を行

っております。これは， 産科医療や臨床現場， 妊産婦の皆様に向けて繰り返し推奨していくことが望ましいと

された内容等について， 再発防止に関する報告書の分析結果を簡潔にまとめたものをリーフレットやポスター

第２回
（２０１２年）

吸引分娩について

常位胎盤早期剥離の保健指導について

診療録等の記載について

第３回
（２０１３年）

膳帯脱出について

常位胎盤早期剥離について

子宮収縮薬について

新生児蘇生について

分娩中の胎児心拍数聴取について

第４回
（２０１４年）

子宮破裂について

子宮内感染について

クリステレル胎児圧出法について

搬送体制について

第５回
（２０１５年）

勝帯脱出以外の謄帯因子について

妊娠高血圧症候群について

新生児蘇生について

第６回
（２０１６年）

常位胎盤早期剥離について

母児間輸血症候群について

生後５分まで新生児蘇生処置が不要であった事例について

第７回
（２０１７年）

早産について

多胎について

第８回
（２０１８年）

遷延分娩について

胎児心拍数陣痛図の判読について

第９回
（２０１９年）

原因分析報告書において脳性麻庫発症の主たる原因が明らかではない， または特定困難とされてい
る事例について

胎児心拍数陣痛図について

第１０回
（２０２０年）

新生児管理について

胎児心拍数陣痛図について（早産における胎児心拍数陣痛図の判読について）
第１１回
（２０２１年） 羊水量の異常について

第１２回
（２０２２年）

新生児蘇生について

子宮内感染について

第１３回
（２０２３年）

子宮収縮薬について（概況）

子宮収縮薬について （医療従事者と妊産婦・家族のコミュニケーション）

第１５回
（２０２５年）

子宮収縮薬について

子宮収縮薬および吸引分娩について－「産科医療の質の向上への取組みの動向」を踏まえて－
第１６回
（２０２６年）

４，１１８ 吸引娩出術について

注１）再発防止に関する報告書掲載当時の表記をそのまま使用しています。
注２）第１４回再発防止に関する報告書（２０２４年）では，特定のテーマを取り上げ分析していないため，掲載を省略しています。
日本医療機能評価機構産科医療補償制度再発防止委員会編． 第１４回産科医療補償制度再発防止に関する報告書より一部改編，
日本医療機能評価機構， Ｐ２１，２０２４．
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胎児心拍数陣痛図紹介集

　　　　　　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

これまでに作成した再発防止に関する報告書は， すべて本制度ホームページに掲載されてい

ます （ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｋａ‐ｈｐ．ｊｃｑｈｃ．ｏｒ．ｊｐ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ／）。
二次元コードからもご参照いただけますので， ぜひご活用ください。 圏

「脳性麻庫事例の胎児心拍数陣痛図紹介集」は，本制度ホームページに掲載されています。
（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｋａ‐ｈｐ．ｉｃｑｈｃ，ｏｒ，ｊｐ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ／）。

二次元コードからもご参照いただけますので， ぜひご活用ください。 圏
冊子版のご請求は専用のフォームから承っております。
下記のＵＲＬまたは二次元コードよりご請求ください。
（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ１５．ｗｅｂｃａｓ．ｎｅｔ／ｆｏｒｍ／ｐｕｂ／ｓａｎｋ ｓａｉｈａｔｓｕ－ｓｅ

ｉｋｙｕ）



零を羅都電冨ぎ富麗一二；二島ｉｌ濯ご撃
ている」 といった声を多く伺っております。 このリーフレットやポスターは， 作成時点の再発防止委員会にお

いて専門家の意見に基づき取りまとめられたものであり， ガイドライン等の知見と必ずしも合致していない部

分があります。 しかし， 現在でも臨床現場や教育現場， 妊産婦への保健指導やインフォームドコンセントの場

面など， 広くご活用いただけるものが数多く掲載されていますので， 特に産科医療関係者の皆様におかれまし

ては， これらのリーフレットやポスターをぜひご確認いただけますと幸いです。

　

過去に発行したリーフレットやポスター等の一覧は下記のとおりです （表７）。

表７

　

過去に発行したリーフレット・ポスター等注）

注） このリーフレットやポスター等は， 作成時点の再発防止委員会において専門家の意見に基づき取りまとめられたもので， 最

　

新のガイドライン等の知見と必ずしも合致していない部分があります。
日本医療機能評価機構産科医療補償制度再発防止委員会編． 第１４回産科医療補償制度再発防止に関する報告書より一部改編，
日本医療機能評価機構， Ｐ３０，２０２４．

図２

　

リーフレット・ポスター等の一例

「保護者の皆様へ いつもと違ってなんとなく元気がないと感じ 「産科・／ｊ＼児科医療関係者の皆様へ 適切な新生児蘇生の実施の

たら～退院後の赤ちゃんについて～」（Ａ４版リーフレット）

　

ために」（Ａ４版リーフレット）
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′霧露罰覇露顕彊響瀞メド キ「掴ます （ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｋａ‐ｈｐ．ｊｃｑｈｃ．ｏｒ．ｊｐ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／ｐｒｅｖｅｎｔ
ｉｏｎ／ｐｒｏｐｏｓｉｔｉｏｎ／）。

二次元コードからもご参照いただけますので， ぜひご活用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　下記のＵＲＬまたは二次元コードよりご請求ください。
（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ１５．ｗｅｂｃａｓ．ｎｅｔ／ｆｏｒｍ／ｐｕｂ／ｓａｎｋａ／ｓａｉｈａｔｓｕ－ｓｅ

ｉｋｙｕ）

４．再発防止に関するアンケート

　

最後に， 再発防止に関するアンケートについてご紹介いたします。当機構で
は， 再発防止に関する報告書等

の再発防止に関する発行物の認知度の調査や活用促進のため， 産科・小児科医療関係者の皆様を対象とした，

再発防止に関するアンケートを実施しています。

２０１３年から計５回実施しており， 過去の調査結果については， 本制度のホ
ームページに掲載しています（「統

計・調査資料」ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｋをｈｐ．ｉｃｑｈｃ．ｏｒ．ｉｐ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）。２０２５年度には， 学術集会

会場や関係学会・団体のメーリングリストを通じて， 産科医療に携わる助産師， 看護師の皆様にアンケ
ートへ

のご協力をお願いし， 再発防止に関する発行物の認知状況や， 活用状況をお伺いい
たしました。集計結果は本

誌の来年２月号にてご紹介する予定です。

おわりに

　

当機構では今後も， 臨床現場や教育現場， 妊産婦への保健指導の場面な
どでご活用いただけるような情報発

信や発行物の作成に， 引き続き取り組んでまいります。 皆様が医療現場で接してい
る脳性麻癖児が補償対象と

なるかどうかといった疑問や， 本制度についてより詳しく知りたい， 再発防止に関する発
行物について知りた

い等がある場合は， 下記のお問合せ先までご相談ください。

【お問合せ先】

産科医療補償制度専用コールセンター

０１２０‐３３０‐６３７（午前９時～午後５時， 土日祝除く）

１

　

２０１３年

　

妊産婦の皆様へ

　

常位胎盤早期剥離ってなに？

２

　

２０１４年

　

妊産婦の皆様へ インフォームドコンセントについて

４

　

２０１４年

　

産科医療関係者の皆様へ

　

人工破膜実施フローチャート

５

　

２０１４年

　

産科医療関係者の皆様へ亀メトロイリンテル使用フローチャート

６

　

２０１５年

　

再発防止委員会からの提言集
第１回～
第５回

第３回

第３回

第３回

第２回

７

　

２０１６年

　

妊産婦の皆様へ

　

生後まもない赤ちゃんについて

８

　

２０１６年

　

産科医療関係者の皆様へ

　

出生後早期の新生児管理について

９

　

２０１８年

　

産科医療関係者の皆様へ

　

遅発一過性徐脈と変動一過性徐脈の鑑別

１０

　

２０１９年

　

産科医療関係者の皆様へ

　

胎児心拍数陣痛図について （母体の呼吸・循環不全）

　　　　　　　　　　

第９回

１１

　

２０２０年

　

保護者の皆様へ

　

いつもと違ってなんとなく元気がないと感じたら～退院後の赤ちゃんについて～

　　

第１０回

１２

　

２０２０年

　

リーフレット・ポスター

　

アーカイブ集

１３

　

２０２２年

　

産科医療関係者の皆様へ

　

子宮内感染～出生前に判断できない事例が多くありました～

　　　　　　　

第１２回

１４

　

２０２３年

　

産科・小児科医療関係者の皆様へ

　

適切な新生児蘇生の実施のために

第１回～
第１０回

第８回

第６回

第６回
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１２８

都道府県名 （

　　　　　　　　　　

．助産師
＊本会ホームページｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗｍｉｄｗｉｆｅ．
ができますのでぜひご利用ください（会員
＊インターネットにアクセスできない場合は

府県助産師会にＦＡＸもしくはご郵送をお願

変吏内容（変更内容に 図 を入れて下さい）

□改姓・□住所変更・□都道府県助産師会の所

旧姓 旧住所〒

改姓（フリガナ） 新住所／〒／ｅ‐ｍａｉ１：

□会費の引き落としをご希望，口座変更は用紙

口部会変更・勤務先変更（分娩を取り扱う場合は必

提 出 先：所属都道府県助産師
お問合せ：日本助産師会会員

　　　　

ＴＥＬ ０３‐３８６６‐３

していない場合も

部会
助産所名ま

勤務先名を

助産所部会
□就業していない

□有床（分娩取り扱いを含む施設）

□有床・出張（分娩取り扱いを含

む施設及び出張分娩）

□出張分娩のみ開業

□助産所勤務

保健指導部会
□就業していない

勤務助産師部会
□就業していない

□その他の変更（変更内容をご記入ください）

会員番号

連絡先住所＝

Ｅ－ｍａｉー：

氏名

連絡事項：

産師会
昌鮪

編集方針 『助産師』 は， 公益社団法人日本助産師会と会員を結ぶ唯一の機関誌です。
母子保健活動の重要な担い手である助産師職のさらなる発展・向上を目指した全国に広が
る助産師のための雑誌です。助産師の活動を支え， 助産師仲間への情報誌の役割も果たし
ています。
『助産師』 は先輩から後輩へ， 仲間から仲間へ， 助産の心・知恵・技術を伝承し， 継承す
る助産師による助産師のための雑誌として役割を果たしていきたいと考えています。
季刊

　

年４回 （２月・５月・８月・１１月） 発行されています。

読者アンケートのお願い

　　

会員のみなさまからのフィードバックを

　

と こ

　

Ａ”

　

搬・誌

鞭
会員のみなさまからのフィードバックをもとに， 今後も機関誌
の内容等の充実・改善をしてまいりたいと考えております。
ご意見・ご感想をぜひ右記のＱＲコードよりお聞かせください。

新年度が始まり， 皆さまにおかれましては気持ちも新たに助産
業務に取り組まれていることと存じます。
今号では，「地域に根ざした助産師を育てる」をテーマに特集
しました。 地域での開業や妊産婦への継続支援， そして日本助
産師会の助産師の育成に向けた新たな取り組みも紹介されてお
ります。将来開業しようとしている助産師にとって非常に興味深
い内容であったと思います。分娩施設の集約化が進む中， 地域で
出産できる場を守っていくことも大切な事業であり， 開業されて
いる助産師の持っている熟練した技術を継承する取り組みは， 母
子保健を支える基盤になると感じております。少子化社会であっ
ても助産師からのケアは引き続き変わることなく社会から求め
られております。開業を目指す方 ，々 そして助産師の育成に携わ
る方々にとっても今後の活動にご活用いただければ幸いです。

（落合直美）

発行人

編集者

編集委員長

編集委員

定価

２０２６年５月１日発行

株式会社日本助産師会出版
東京都台東区鳥越２‐１２‐２
ＴＥＬ

　

０３‐５８２３‐４２１２

　

ＦＡＸ ０３‐５８２３‐４２１３

ＭＡ工Ｌ

　

ｓｈｕｐｐａｎ＠ｍｉｄｗｉｆｅｐｃ．ｃｏｊｐ

岡本喜代子（代表）

高田昌代

　

黒川寿美江

落合直美

原田知子

　

難波葉子

本体１，９００円十税

高橋陽子

江藤宏美

　

筏井沙織

表紙イラスト

　

さいとうきよみ

『助産師』への広告・同梱等のお問合せはこちらまで
株式会社日本助産師会出版

　

ＴＥＬ ０３－５８２３－４２１８
メール

　

ｓｈｕＰＰａｎ＠ｍｉｄｗｉｆｅＰｃ．ｃｏ．ｊｐ

　

ＨＰ

　

ｈｔｔＰｓ：／／ｗＷｗ．ｍｉｄｗｉｆｅＰｃ．ｃｏ．ｊｐ

ご投稿， 本誌へのご要望・ご感想などをお寄せください。
本誌の記事を転載またはコピーする場合は， あらかじめご連絡ください。

１切
１り

取
・
り

線
‐



●今後の再発防止の取組みをより良いものにしていくために、再発防止
に関する発行物等の利活用についてアンケートを実施しております。
ご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ先】
〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町1丁目4-17 東洋ビル
公益財団法人日本医療機能評価機構 産科医療補償制度運営部
（担当：堀田、石川、佐々木） TEL: 03-5217-2374 
午前9時～午後5時（土日祝除く）

アンケートの
ご回答はこちらから

2026年度 産科医療補償制度
再発防止に関するアンケート

●Googleフォームを利用しております。5分程度でご回答いただけます。

●任意でご回答いただくものです。回答の途中であっても、いつでも中断・中止することができます。

●お1人様1回のご回答をお願いいたします。回答期限は2026年12月末までです。

●ログイン不要・無記名形式ですので、所属分娩機関および個人が特定されることはありません。

●ご回答いただいた内容は、本アンケートの目的以外には使用いたしません。統計的な処理を行った

うえで集計・分析を行います。

●本アンケートの結果は、2026年度末を目途に本制度ホームページに掲載する予定です。

本アンケートについて

https://forms.gle/YBnpf5vrcGeaHwAF9

●産婦人科医　●小児科医　●新生児科医

本アンケートの対象者
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